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歳入総額 歳出総額 差引額 繰越財源 実質収支額

6 年度 259億1,952万9千円 252億4,426万4千円 6 億7,526 万5 千円 5,173 万5 千円 6 億2,353 万円

5 年度 240億6,069万4千円 235億7,914万5千円 4 億8,154 万9 千円 7,993 万2 千円 4 億161 万7 千円

増減額 18 億5,883 万 5 千円 16 億6,511 万9 千円 1 億9,371 万6 千円 ▲ 2,819 万7 千円 2 億2,191 万3 千円

決算をお知らせします
問 仙北市財政課  ☎ 43-1113

　令和 6 年度一般会計の決算額は、歳入総額 259 億 1,952
万 9 千円、歳出総額 252 億 4,426 万 4 千円、歳入歳出の差
引が 6 億 7,526 万 5 千円です。
　これから次年度に繰り越した事業の財源 5,173 万 5 千円
を差し引き、6 億 2,353 万円の黒字となりました。
　しかし、実質収支から基金の取崩額を控除した実質単年度収支
では、ふるさと仙北応援基金からの繰入金により前年度よりも大
きく黒字となりましたが、更なる歳出削減と財源の確保の取り組
みが必要です。

実質収支額は実質収支額は
66 億億 2,3532,353 万円万円の黒字の黒字

令和 6 年度

実質単年度収支額は実質単年度収支額は
11億億 6,6146,614 万万 33 千円 千円 の黒字の黒字

（前年度比✚（前年度比✚ 88 億億 4,4404,440 万万 88 千円）千円）

基金現在高
　財源不足への備えや、地域振興などの特定目的に活
用するための積立金の現在高。

（前年度比＋ 8 億 2,161 万 6 千円）

43 億4,734 万3 千円

地方債現在高
　道路、河川、学校などの施設整備のために借り入れ
た地方債（長期借入金）の現在高。

（前年度比▲ 7 億 6,533 万 1 千円）

208 億8,609 万2 千円

財政力指数
　財政力を表す指標で、「標準的な行政を行うために
必要な財源に対する市税などの自主財源の割合」の過
去 3 か年の平均値。「1」に近いほど財源に余裕があり、
地方交付税や補助金などへの依存度が高いほど低い数
値になります。
　仙北市は市税の割合が歳入の 10.4％で、県内の多く
の市町村と同様、地方交付税への依存度（35.8％）が
高くなっています。

0.27

経常収支比率
　財政構造の弾力性を表す指標で、市税や地方交付税
など（一般財源）を人件費や扶助費、公債費など（経
常的経費）にどのくらい割り当てられているかを表す
指標。この比率が高いほど、財政は硬直化しているこ
とになります。
　仙北市は昨年度（101.8％）と比較し 4.4％下回って
いますが、引き続き事業の効率的な実施や見直しを図
り、財政の健全化に努めます。

97.4％

実質公債費比率
　標準的な行政サービスを行うための財政規模（標準
財政規模）に対する市の借金返済金（公債費※地方債
の元利償還金、下水道や病院などの元利償還金に対す
る負担金、繰出金なども含む）の割合。この比率が高
いほど、財政の硬直性が高く、18％未満が望ましいと
され、25％を超える団体は地方債の一部が制限されま
す。
　仙北市は、昨年度（8.6％）と比較し 0.3% 上回り
ましたが、普通交付税の追加交付を受けた令和 3 年度

（8.1%）が実質公債比率の算定期間から除かれたため
です。

8.9%

仙北市の財政指標

令和 6 年度普通会計決算統計から

▶

▶

▶

▶

▶

259億1,952万9千円総額歳入一般会計

県支出金

その他

分担金及び
負担金

自主財源　43.1% 依存財源　56.9%

使用料及び手数料

財産収入

諸収入

地方消費税交付金

繰越金

2 億4,620 万7 千円

2 億8,074 万円

8 億6,955 万4 千円

6 億5,012 万9 千円 10 億8,050 万3 千円

12 億 6,503 万 3 千円

5 億283 万円

1,088 万1 千円

3,503 万8 千円

市税
26 億

8,491 万
4 千円

市債

国庫支出金
21 億
3,042 万

7 千円

繰入金
38 億
9,339万

4 千円

寄附金

市税  市民税や固定資産税など
分担金及び負担金  老人保護措置徴
　収金など
使用料及び手数料  施設使用料や戸
　籍等の証明書交付手数料など
財産収入  貯金利子や市所有物の売
　却収入など
寄附金  寄附でいただいたお金

繰入金  ほかの会計から繰り入れし
　たお金
繰越金  前年度残ったお金
諸収入  貸付金の元利収入など
地方消費税交付金  消費税から一定
　の基準で地方に交付されるお金
地方交付税  地域間の財政力格差を
　調整するために国から交付される
　お金

国庫支出金  特定の事業に対し、国
　から交付される補助金など
県支出金  特定の事業に対し、県か
　ら交付される補助金など
市債  大きな事業を行うために借り
　入れるお金
その他  地方譲与税、各種交付金など

用 語 解 説

31 億
4,998万

6 千円
91 億1,989 万3 千円

地方交付税

維持補修費
災害復旧事業費

投資及び出資金

貸付金

7 億5,713 万6 千円

3 億5,908 万6 千円

3 億5,160 万円

1 億1,802 万9 千円

人件費 物件費 扶助費
補助費等

公債費

繰出金35 億
7,106 万

8 千円

29 億
4,881 万

5 千円
58 億5,933 万6 千円

20 億
8,281 万

3 千円

25 億
5,708 万

3 千円

252億4,426万4千円歳出（性質別） 総額一般会計

積立金

労働費

農林水産業費

商工費

議会費 1 億5,770 万円
7,425 万6 千円

8 億5,352 万4 千円

総務費 民生費
衛生費

84 億100 万7 千円
27 億
  8,364 万円　52 億5,505 万4 千円

土木費
21 億
3,269 万

6 千円

教育費 16 億636 万8 千円

公債費
20 億
8,281 万

3 千円

8 億8,394 万2 千円消防費

8 億9,697 万3 千円

歳出（目的別）一般会計

普通建設事業費 14 億2,320 万2 千円

37 億
6,234 万

5 千円

14 億5,375 万1 千円

1 億1,629 万1 千円災害復旧費
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年度 財政調整基金

平成 27 年度 26 億3,314 万2 千円

平成 28 年度 27 億873 万1 千円

平成 29 年度 17 億7,652 万5 千円

平成 30 年度 11 億8,130 万2 千円

令和 元 年度 10 億3,907 万8 千円

令和 2 年度 10 億3,598 万円

令和 3 年度 13 億7,143 万2 千円

令和 4 年度 13 億6,719 万9 千円

令和 5 年度 10 億8,531 万1 千円

令和 6 年度 12 億3,037 万6 千円

30 億円

25 億円

20 億円

15 億円

10 億円

  5 億円

    0 円

平 成
27 年度

平 成
28 年度

平 成
29 年度

平 成
30 年度

令 和
元年度

令 和
2 年度

令 和
3 年度

令 和
4 年度

令 和
5 年度

令 和
6 年度

財政調整基金

会計名 区分 収入 支出 差引

病院事業
収益的収支 43 億370 万2 千円 51 億1,331 万8 千円 ▲ 8 億961 万6 千円

資本的収支 3 億1,951 万円 5 億1,248 万1 千円

温泉事業
収益的収支 5,396 万8 千円 5,707 万6 千円 ▲ 310 万8 千円

資本的収支 2,995 万7 千円 3,002 万8 千円

水道事業
収益的収支 4 億7,264 万5 千円 5 億9,829 万4 千円 ▲ 1 億2,564 万9 千円

資本的収支 6 億3,156 万6 千円 8 億9,299 万6 千円

下水道事業
収益的収支 8 億5,723 万1 千円 8 億5,337 万円 386 万1 千円

資本的収支 4 億491 万7 千円 5 億7,245 万7 千円

※収益的収支については、消費税及び地方消費税を除く（損益計算書から）。

会計名 歳入総額
(A)

歳出総額
(B)

歳入歳出差引額 (C)
(A-B)

繰越事業費
繰越財源 (D)

実質収支額
(C-D)

集中管理 41 億2,685 万1 千円 41 億2,685 万1 千円 0 円 0 円 0 円

国民健康保険
（事業勘定） 26 億3,966 万7 千円 25 億7,284 万6 千円 6,682 万1 千円 0 円 6,682 万1 千円

国民健康保険
（神代診療施設勘定）

7,310 万円 7,304 万4 千円 5 万6 千円 0 円 5 万6 千円

後期高齢者医療 3 億8,674 万1 千円 3 億8,658 万1 千円 16 万円 0 円 16 万円

介護保険 4 億6,877 万9 千円 4 億6,863 万7 千円 14 万2 千円 0 円 14 万2 千円

生保内財産区 9,301 万6 千円 6,607 万5 千円 2,694 万1 千円 0 円 2,694 万1 千円

田沢財産区 3,355 万6 千円 2,630 万8 千円 724 万8 千円 0 円 724 万8 千円

雲沢財産区 685 万4 千円 640 万7 千円 44 万7 千円 0 円 44 万7 千円

収益的収支とは…
　地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に発
生すると見込まれる全ての収益とそれに対応する全て
の費用のことです。したがって、減価償却費のように
現金支出を伴わない支出についても費用に含まれま
す。

資本的収支とは…
　効果が次期以上におよび将来の収益に対応する支出
とその財源となる収入のことです。施設の整備や企業
債の償還元金などの支出、これに要する資金としての
企業債収入なども資本的収支に含まれます。

決算は仙北市ホームページからもご覧いただけます
（https://www.city.semboku.akita.jp/government/information/kessanjyokyo.html）

収入・支出公営企業会計

歳入・歳出特別会計

用 語 解 説

の推移財政調整基金

　財政調整基金は、平成 28 年度から平成 30 年度にかけて普通交付税の減少などに伴う財源不足により大幅に減少して
います。その後、ふるさと仙北応援基金（ふるさと納税）などにより財源が確保されていますが、令和 6 年度については、
普通交付税および特別交付税の増額、病院事業会計補助金が前年度比で減額となったことなどにより、令和 5 年度末残
高から約 1 億 4,500 万円増加しています。
　仙北市では、財政調整基金繰入金やふるさと納税に頼った予算編成となっており、ふるさと納税制度などの今後の動
向によっては、維持できなくなる可能性があります。
➡ 仙北市の標準財政規模　令和 6 年度：116 億 1,156 万 8 千円

用 語 解 説

財政調整基金とは…
　自治体における年度間の財源の不均衡を調整するための積立金です。

道路や公園の整備などまち
づくりのためのお金

火災・自然災害などの防災
活動のためのお金

学校などの整備や教育振興
のためのお金

観光や商工業の振興のため
のお金市議会運営のためのお金議議会費 6,971 円

行政運営のためのお金 371,381円総務費

子どもやお年寄り、体の不
自由な方などの福祉のため
のお金

232,309円民生費

ごみ処理や市民の健康のた
めのお金 123,056円衛生費

働く機会の確保や労働環境
を改善するためのお金 3,283 円労働費

農林水産業の振興と育成
のためのお金

農林
水産業費 39,652 円

商工費 37,731 円

土木費 94,279 円

消防費 39,076 円

教育費 71,012 円

市の借入金の返済のための
お金公債費 92,075 円

内訳は…。内訳は…。合計 1,115,966円

令和 7 年 3 月 31 日現在の人口 22,62122,621 人人で計算で計算

人口 1 人当たりに換算すると…。人口 1 人当たりに換算すると…。

災害復旧のためのお金災害
復旧費

5,141 円

財政調整基金の推移

44Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations55 20252025--1111広報せんぼく広報せんぼく



仙北市役所仙北市役所 お 仕 事 紹 介 　住民のくらしを支え、地域の未来をつくる——市役所はさまざまな行政サービスを提供しています。戸籍・住民票の
手続きから、教育・福祉・まちづくり・環境・防災など。市役所の主な役割と現場で働く職員の取り組みを、分かりや
すくご紹介します。

　包括支援センターは、高齢者を中心に暮らしの中の困り
ごとを受け止め、解決に向けて支える窓口です。健康・介
護・生活上の心配ごとなど多様な相談に応じ、制度の案内
や関係機関へのつなぎ役を担います。
　たとえば「1人での生活が心配」という声には、見守り
体制の提案、介護サービスの手続き支援、地域交流の場の
紹介まで、状況に合わせて対応。必要に応じて医療機関、
ケアマネジャー、民生委員とも連携します。
　目標は「住み慣れた地域で、その人らしく安心して暮ら
せること」。お悩みは早めの相談が解決の近道です。気にな
ることがあれば、どうぞお気軽にご相談ください。

K さん : 保健師として転倒予防の体操や栄養・お口の
ケアを学ぶ介護予防教室を開催しています。笑顔で体
を動かし、仲間づくりにもつながります。自宅でも続
けられるコツをお伝えします！
S さん :「認知症サポーター養成講座」では、認知症
の基礎知識や接し方、困難の受け止め方を分かりやす
くお伝えしています。地域で支える力を育て、気づき
と見守りの輪を広げます。学校や町内会、企業への出
前開催も承ります。

　文化財課歴史まちづくり推進係は、国の重要伝統的建造物
群保存地区（以下、伝建地区）の景観保全や、消防施設の整
備を中心に仕事をしています。
　武家屋敷が建ち並ぶ通りの貴重な町並みを未来へ守り伝え
るため、住宅の新築・リフォームや門・黒板塀の修理など外
観に関わる変更について、法令に基づく手続きと審査を行っ
ています。
　また、市が実施する町並み整備では、設計・施工業者や所
有者と連携し、確実な施工管理を進めます。さらに、放水銃
や消火栓の点検、消防訓練、老朽設備の修理・更新を通じて
防災力を高め、火災から町並みを守ります。日ごろから火災
に備え、伝建地区を災害から守ることも、大切な仕事の１つ
です。

　福祉政策係は、市民が安心して暮らせるよう、民生委員の
活動支援や、戦争で家族を亡くされたご遺族への寄り添いを
はじめ、フードドライブ、生理用品提供（こまくさプラン）、
再犯防止、DV 相談など、暮らしをそっと支える多様な取組
みを進めています。どの仕事もすぐに目に見えるものではあ
りませんが、市民の皆さんの日々の暮らしをそっと支える大
切な役割です。
　福祉という言葉は少し堅く聞こえるかもしれませんが、私
たちの思いは「1人ひとりがささえつながる幸福度の高いま
ちにしたい」というものであり、これからも市民の皆さんと
一緒に、笑顔で暮らせるまちを育てていきます。

　福祉政策係は、直接市民の方と接する機会は少ない係
ではありますが、日々の業務が地域全体の安心につなが
っているという責任感を持って取り組んでいます。
　日常生活に不安を抱えて相談に来る方の背景はさまざ
まで、制度だけでは支援しきれない場合もあります。そ
の際には、他部署や社会福祉協議会、民生委員、関係機
関と連携しながら、1つひとつ支援につなげていくこと
が難しさであり、同時にやりがいでもあります。
　「誰ひとり取り残さない」気持ちを心がけて、必要な
方に必要な支援を提供できるように、自分にできること
を積み重ねていきます。

　観光施設係は、田沢湖畔をはじめ市内各地の公衆トイレの
管理や、国立公園の登山道・県立自然公園「抱返り渓谷」遊
歩道などの維持管理を行っています。登山道整備では、木材
やロープなどを担ぎ、まだ雪が残る登山道を切り開きながら
木道の補修、抱返り渓谷では転落防止柵の設置や落石除去な
ど、力仕事が多いところも係の特徴です。また、桧木内川沿
いの「桜並木駐車場」や、田沢湖高原の「アルパこまくさ」
などの運営業務も担っています。
　日々の管理や点検、遊歩道整備や修繕などを通し、安全で
安心な観光地としてお客さまを迎える体制をつくっています。

　仙北市を訪れる皆さまが快適に自然や観光地を楽しめ
るよう、関係団体・省庁・秋田県などと連携しながら業
務を進めています。
　例えば、観光地の注意喚起や案内看板の作成・設置で
は、自然景観に配慮した色使い、誰にでも伝わる内容、
目に入りやすい配置、訪日客に向けた多言語表記など、
さまざまな視点を大切にしています。
　仙北市の “ おもてなし ” を支える存在として、「また
来たい」と思っていただける観光地を目指し、日々業務
に取り組んでいます。

職 員 の 声職 員 の 声

観光文化スポーツ部文化財課観光文化スポーツ部文化財課

歴史まちづくり推進係 S さん
　　　　　　　　（勤務3 年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

観光施設係 S さん（勤務10 年目）

業 務 紹 介業 務 紹 介

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

業 務 紹 介業 務 紹 介

職 員 の 声職 員 の 声

住み慣れた地域で自分らしく。住み慣れた地域で自分らしく。
介護や健康、生活に関する相介護や健康、生活に関する相
談に専門職が対応します！談に専門職が対応します！
K さん（勤務1 年目）

市民福祉部包括支援センター市民福祉部包括支援センター

こまめな現場確認が求められる仕事です。

市民福祉部社会福祉課市民福祉部社会福祉課

住み慣れた地域で安心して住み慣れた地域で安心して
暮らしていける地域づくり暮らしていける地域づくり
を進めます！を進めます！
福祉政策係 N さん（勤務3 年目）

S さん（勤務1 年目）

相談内容に応じた支援につなげていきます。

　私たちの町並みづくりは、「目に見える形で残る」仕
事だと思います。お褒めの言葉は大きな励みになる一方、
仙北市の大きな見どころを扱う責任も重く、法律や条例
に沿って慎重に事務処理などを進めています。
　また、市が行う工事の際は、関係者とのこまめな調整
やコミュニケーションを図り、工事に支障がないように
配慮をしています。
　できるだけ伝建地区に立ち寄ることも心がけていま
す。工事の進捗確認だけではなく、建物や門、黒板塀な
どに異常はないか、住民の方々のお話を聞いたり、自分
の目で見て確認することを大切にしています。

観光文化スポーツ部観光課観光文化スポーツ部観光課

包括支援センター直営のオレンジカフェ※（包和花カフェ）も開催しています。

※オレンジカフェは、厚生労働
省が進めている認知症施策の 1
つで、認知症の方やその家族、
地域の方など誰でも気軽に集い、
交流することのできる集いの場
です。

抱返り渓谷の注意喚起看板を設置中。

安全で安心な観光地として安全で安心な観光地として
自然保護・整備に取り組ん自然保護・整備に取り組ん
でいます！でいます！

貴重な町並みを未来へ守り、貴重な町並みを未来へ守り、
伝える仕事です !伝える仕事です !
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

『
個
別
同
行
訪
問
事
業
』を
開
始
し
ま
す

【
問
合
せ
】包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
３

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ

専
門
職
が
ご
自
宅
な
ど
へ
訪
問
し
、
日
常

生
活
動
作
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
う「
個
別
同
行
訪
問
事
業
」を
実

施
し
ま
す
。

●�

内
容
／
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
や
個
別

ケ
ア
会
議
な
ど
へ
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
を

派
遣
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
へ
の
助
言
や
目

標
動
作
の
確
認
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

助
言
を
行
い
ま
す
。

●�

対
象
者
／
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

▼��

要
支
援
１
、
要
支
援
２
の
要
支
援
認
定

ま
た
は
事
業
対
象
者
の
認
定
が
あ
る
方

▼��

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
予
定
、
ま
た
は

利
用
中
の
方

●�

時
期
／
申
し
込
み
確
認
後
、
随
時
実
施
。

●�

申
込
方
法
／
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

通
し
て「
派
遣
申
込
書
」を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●�

申
込
先
／
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
‐
２
２
８
３

●�

業
務
内
容
／
建
設
機
械
運
転
員
兼
建
設

作
業
員

●�

雇
用
期
間
／
12
月
1
日
㈪
～
令
和
8
年

3
月
31
日
㈫

●�

勤
務
地
／
建
設
課（
角
館
庁
舎
ま
た
は

田
沢
湖
庁
舎
）

●�

募
集
人
数
／
各
庁
舎
1
人

※�

募
集
の
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

●�

募
集
期
限
／
11
月
14
日
㈮ 

17
時
ま
で

●�

申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
建
設
課
に
ご
持
参
く

だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

●�

選
考
方
法
／
書
類
選
考
お
よ
び
面
接

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課 （
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
６

大
曲
年
金
事
務
所
☎
０
１
８
７（
63
）２
２
９
６

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
上
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、令
和
7
年
中（
令

和
7
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
7
年
12
月
31
日
）に
納
め
た

保
険
料
の
全
額
で
す
。

　

令
和
7
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
、
下
の
と
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
対
象
の
方

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、
大
切
に
保
管
し
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」は
、

e-Tax

で
利
用
で
き
る
電
子
デ
ー
タ
の
送
付
も
し
て
い

ま
す
。
郵
送
よ
り
も
早
く
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
ロ
グ
イ

ン
し
、
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
行
う
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の「
お
知
ら
せ
」で
電
子
デ
ー
タ
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ご
家
族（
配
偶
者
や
お
子
さ
ま
な
ど
）の
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
、
そ
の
保
険
料

に
つ
い
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対象者 送付方法 送付時期

①
令 和7年1月1日 か ら 9
月30日までの間に国民年
金保険料を納付した方

電子送付 令和7年10月中旬から
下旬にかけて順次

郵送 令和7年10月下旬から
11月上旬にかけて順次

②

令 和7年10月1日 か ら
12月31日までの間に国
民年金保険料を納付した方

（①の対象者は除きます）

電子送付 令和8年1月下旬から順次

郵送 令和8年2月上旬

　
将
来
、
市
内
の
指
定
医
療
機
関（
角
館

総
合
病
院
、
田
沢
湖
病
院
な
ど
）に
勤
務

を
希
望
す
る
学
生
に
修
学
資
金
を
貸
与
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
医
療
従
事
者
の
充

実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
事
業
の
予
算
範
囲
内
の
た
め
、
合

否
決
定
が
２
月
中
旬
と
な
り
ま
す
。

●��

募
集
職
種
／
看
護
師

●��

貸
付
人
数
／
予
算
の
範
囲
内

●��

対
象
者
／
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
入

学
予
定
ま
た
は
在
籍
中
の
方

●��

貸
与
月
額
／
5
万
円（
入
学
一
時
金

10
万
円
）

●��

返
済
免
除
／
義
務
年
限（
貸
与
期
間
の

2
分
の
3
）の
指
定
医
療
機
関
勤
務
で

返
済
免
除

●��

申
込
期
限
／
11
月
28
日
㈮
必
着

●��

選
考
日
時
／
12
月（
平
日
午
後
の
予
定
）

●��

合
否
決
定
／
2
月
中
旬

●��

貸
与
時
期
／
来
年
度
4
月
以
降

●��

貸
与
時
期
／
問
合
せ
先
へ
請
求
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

貸
与
条
件
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

看
護
師
を
目
指
す
学
生
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
学
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】仙
北
市
医
療
局
医
療
管
理
課
☎（
54
）２
１
１
６

県
道
田
沢
湖
畔
線
の
事
前
伐
採
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
４

　
市
と
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
大
曲

電
力
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
５
年
度
に
自
然

災
害
時
に
多
発
す
る
倒
木
に
よ
る
停
電
や

道
路
閉
塞
な
ど
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
支
障
と
な
る
樹
木
の
事
前
伐
採
に

つ
い
て
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
県

道
田
沢
湖
畔
線
に
お
い
て
伐
採
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の
期
間
で
一

部
片
側
交
互
通
行
規
制
を
し
ま
す
の
で
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

実
施
個
所
／
県
道
田
沢
湖
畔
線（
仙
北

市
田
沢
湖
潟
地
内
）

●�

実
施
期
間
／
11
月
25
日
㈫
～
12
月
10
日
㈬

●�

問
合
せ
／【
作
業
に
関
す
る
こ
と
】

　
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
大
曲
電
力

　
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
８
７ｰ
62ｰ

８
８
３
５

　
【
道
路
に
関
す
る
こ
と
】

　
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局  

　
☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

８
１
４
１

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

【
問
合
せ
】こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
５

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
し
て
い

く
問
題
で
す
。
虐
待
は
子
ど
も
の
心
や
体
、

脳
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
行
為
で
す
。
虐

待
を
受
け
て
い
る
か
も
？
と
気
に
な
っ
た

と
き
は
、
誰
で
も
迷
わ
ず
児
童
相
談
所
や

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
連
絡
し
た
人
や
内
容
に
関
す
る
秘
密

は
守
ら
れ
、
間
違
い
で
あ
っ
て
も
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。
1
本
の
電
話
で
救
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
保
護
者
が
地
域
か
ら
孤
立

し
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
声
を
か
け
た
り

す
る
こ
と
で
虐
待
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
と
保
護
者
を
支
え
る
た
め
に
、
一

緒
に
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
、
保
護
者

の
負
担
を
減
ら
し
て
い
く
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
と

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
と
保

護
者
が
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
よ
う
講
演
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

「
仲
良
し
親
子
の
ほ
っ
こ
り
育
児
」　

　
子
育
て
世
代
の
親
の
気
持
ち
、
子
ど
も

の
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
心
理
師
さ

ん
に
よ
る
お
話
で
す
。

●�

講
師
／
小
林 

心
理
師（
機
中
八
策
師
範

代
）

●�

日
時
／
11
月
29
日
㈯

●�

場
所
／
角
館
庁
舎
会
議
室（
１
Ｆ
）

●�

時
間
／
14
時
～
16
時（
託
児
あ
り
）

●�

申
込
方
法
／
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
ま

た
は
電
話
。

※
参
加
者
氏
名
2
人
の
場
合
は
2
人
分

※�
託
児
希
望
の
有
無
も
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
相
談
の
み
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
→

田
沢
湖
図
書
館
手
作
り
教
室

【
問
合
せ
】田
沢
湖
図
書
館 

☎（
43
）１
３
０
７

【
オ
パ
ー
ル
毛
糸
で
編
む
靴
下
の
ブ
ロ
ー
チ
】

　
一
本
の
毛
糸
で
素
敵
な
模
様
が
で
き
あ

が
る「
オ
パ
ー
ル
毛
糸
」で
靴
下
ブ
ロ
ー

チ
を
編
み
ま
せ
ん
か
？

●�

日
時
／
11
月
12
日
㈬
、11
月
19
日
㈬（
全

2
回
）13
時
～
15
時

●�

講
師
／
く
つ
下
と
毛
糸
の
店glicina

佐
藤 

弘
美 

さ
ん

●�

場
所
／
仙
北
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

●�

材
料
費
／
６
０
０
円

●�

定
員
／
８
人

●�

持
ち
物
／
3
～
4
号
の
か
ぎ
針

●�

申
込
み
／
電
話
ま
た
は
田
沢
湖
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
糸
か
け
曼
荼
羅
ア
ー
ト
教
室
】

　
木
製
の
板
に
打
た
れ
た
ピ
ン
に
規
則
的

に
糸
を
か
け
る
こ
と
で
美
し
い
模
様
が
作

り
出
せ
る
糸
か
け
曼
荼
羅
ア
ー
ト
。

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
く
楽
し
め

ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
16
日
㈰ 

13
時
30
分
～
15
時

30
分

●�

講
師
／
塩
寺 

智
美 

さ
ん

●�

場
所
／
田
沢
湖
図
書
館
2
階
会
議
室

●�

材
料
費
／
３
０
０
０
円

●�

定
員
／
10
人

●�

申
込
み
／
電
話
ま
た
は
田
沢
湖
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�
対
象
者
／
水
道
未
整
備
地
域
に
お
住
ま

い
で
、
過
去
５
年
間
に
こ
の
水
質
検
査

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
、
一
般
住
宅
に

お
住
ま
い
の
方

●
申
込
期
限
／
11
月
14
日
㈮　

●
検
査
件
数
／
10
件（
先
着
順
）

●
検
査
料
／
無
料

●�

検
査
日
／
12
月
中
の
予
定（
文
書
で
詳

細
通
知
）

●
検
査
項
目
／
15
項
目

●�

申
込
み
／
生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
窓

口
５
番
）☎
43ｰ

３
３
１
３

飲
用
井
戸
水
の
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
３

建
設
課
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
９
４

伐採区間
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市 information

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

1010

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
　
　
　
こ
ち
ら
→

定
住
対
策
補
助
金
の
ご
案
内

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
仙
北
市
で
は
、
若
者
の
市
内
定
着
、
移
住
者
の
定
住
促

進
を
図
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
各
種
補
助
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
に
も
ぜ
ひ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

県
外
か
ら
の
移
住
者
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す

 

移
住
応
援
事
業
補
助
金 

●�

移
住
日
以
前
に
、
秋
田
県
に
お
い
て
移
住
定
住
登
録
を

し
た
方
で
、
令
和
６
年
10
月
１
日
以
降
に
秋
田
県
外
か

ら
本
市
に
移
住
し
、
定
住
し
よ
う
と
す
る
方
へ
、
移
住

に
係
る
初
期
費
用
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
基
本
額
10
万
円
、
子
育
て
世
帯
加
算
額

５
万
円
の
ほ
か
、
雪
国
で
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
暖
房

機
器
、
除
雪
器
具
、
自
動
車
冬
季
用
備
品
の
購
入
費
用

に
つ
い
て
10
万
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

地
方
就
職
を
し
た
い
東
京
圏
の
大
学
生
を
支
援
し
ま
す

 

地
方
就
職
支
援
金 

●�

東
京
都
内
に
本
部
が
あ
る
大
学
・
大
学
院
の
東
京
圏
内

の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
４
年
以
上(

大
学
院
の
場
合
は
２
年

以
上)

在
学
し
、
卒
業
・
修
了
し
て
い
る
も
し
く
は
卒
業

見
込
み
の
方
に
、
秋
田
県
へ
の
就
職
に
向
け
た
企
業
説

明
会
や
採
用
面
接
な
ど
の
就
職
活
動
に
か
か
っ
た
交
通

費
を
最
大
１
万
７
２
０
０
円
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
大

学
・
大
学
院
を
卒
業
後
、
就
職
の
た
め
に
秋
田
県
内
へ
移

住
す
る
際
に
か
か
っ
た
引
越
代
な
ど
に
つ
い
て
も
最
大

10
万
８
０
０
０
円
助
成
し
ま
す
。
申
請
期
限
は
卒
業
・
修

了
日
か
ら
１
年
以
内
か
つ
就
業
開
始
日
か
ら
１
年
以
内

で
す
。

東
京
圏
か
ら
の
Ａ
タ
ー
ン
就
職
を
お
考
え
の
方
へ

 

就
業
者
等
移
住
支
援
金 

●�

直
近
10
年
間
の
う
ち
通
算
５
年
以
上（
転
入
直
前
に
つ

い
て
は
連
続
１
年
以
上
）、
東
京
23
区
に
在
住
ま
た
は

東
京
圏（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
）か

ら
東
京
23
区
に
通
勤
な
ど
し
て
い
た
方
が
、
秋
田
県
に

登
録
さ
れ
て
い
る
対
象
法
人
に
新
規
就
業
な
ど
を
し
て
、

仙
北
市
に
転
入
す
る
場
合
、
移
住
支
援
金
と
し
て
単
身

60
万
円
、
世
帯
１
０
０
万
円（
18
歳
未
満
の
世
帯
員
を
帯

同
し
て
移
住
す
る
場
合
、
18
歳
未
満
の
方
１
人
に
つ
き

１
０
０
万
円
を
加
算
）を
支
給
。
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
や
関

係
人
口
枠
と
認
め
ら
れ
る
方
も
条
件
に
よ
り
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
期
限
は
移
住
後
１
年
以
内

で
す
。

市
外
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
の
定
住
を
応
援
し
ま
す

 

定
住
促
進
奨
励
金 

●�

市
外
に
５
年
以
上
居
住
し
た
後
、
仙
北
市
に
転
入
し
た

移
住
者
が
、
転
入
か
ら
５
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
住

宅
を
取
得
し
定
住
す
る
場
合
、
完
納
し
た
固
定
資
産
税

相
当
額
を
、
課
税
さ
れ
る
初
年
度
か
ら
３
年
度
間
助
成
。

結
婚
を
希
望
す
る
方
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
入
会
登
録
料
助
成 

●�

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
公
的
な
団
体

「
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」に
新
規
に
入
会
す
る
方

の
入
会
登
録
料
１
万
円（
登
録
期
間
２
年
間
）の
全
額
を

助
成
。

新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
新
婚
さ
ん
の
住
居
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

 
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金 

●�
令
和
７
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
し
た
と
も
に
39
歳
以

下
の
夫
婦
で
、
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満

の
新
婚
世
帯
へ
、
新
居
の
取
得
、
リ
フ
ォ
ー
ム
、
賃
借
、

引
越
し
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
。
補
助
経
費
に

つ
い
て
１
世
帯
当
た
り
上
限
30
万
円
。
た
だ
し
、
夫
婦

共
に
29
歳
以
下
の
場
合
は
１
世
帯
あ
た
り
上
限
60
万
円
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
申
請
が
必
要

で
す
。
補
助
要
件
な
ど
詳
し
く
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
税
に
関
す
る
習
字
」「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」の
作
品
展
示

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎（
43
）１
１
２
３

　
子
ど
も
た
ち
の「
税
」に
対
す
る
意
識
の
浸
透
を
目

的
と
し
て
、
例
年
実
施
し
て
い
る「
税
に
関
す
る
習
字
」

と「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」に
つ
い
て
、今
年
も
市
内
小
・

中
学
生
を
対
象
に
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
出
品
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
を
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ま
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
納
税
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち

の
力
作
を
ぜ
ひ
と
も
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●�

場
所
／
㈱
タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
店

●�

期
間
／
11
月
10
日
㈪
～
11
月
17
日
㈪

※
受
賞
作
品
の
紹
介
は
次
号
以
降
に
掲
載
し
ま
す
。

昨年の掲示の様子

月のマイナンバーカードの時間外交付日 ( 要予約）は 195 日 日 詳細はこちらから→・▼ 　11
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義援金に関する問合せ／仙北市会計課（田沢湖庁舎）☎ 43-1118

▶（有）工藤管工 代表取締役 工藤 俊一（岩手県）
▶武藤 静雄（仙北市）
▶常陸太田市 市役所部課長会（茨城県）
▶武藤 幸生 様・武藤 俊子（仙北市）
▶伊藤 久美子（仙北市）
▶長崎県大村市 市長 園田 裕史（長崎県）
▶細川 甚衛・細川 雪子（仙北市）
▶高橋 清治（仙北市）
▶佐藤 重彦（仙北市）
▶社会福祉法人 秋田ふくしハートネット（仙北市）
▶門脇 桂孝（仙北市）
▶（株）門脇商店 代表取締役 庄子 奈穂子（仙北市）
▶大澤 清（仙北市）
▶大澤 明美（仙北市）
▶高橋 孝太郎（仙北市）
▶田口 育子（大仙市）
▶千葉 末太郎（千葉県）
▶山田共子税理士事務所 山田 共子（岩手県）
▶行政書士 池田事務所（北海道）
▶小椋 淳子（東京都）
▶角尾 誠（京都府）
▶笠間 久美子（埼玉県）
▶佐伯 勲（熊本県）
▶鶴 正代（東京都）
▶鏑木 純子（東京都）
▶才野 美紀子（広島県）
▶石神部落会 会長 田口 俊哉（仙北市）
▶新山 悦男（仙北市）
▶桧木内川右岸河川愛護会 代表 戸澤 幸亮（仙北市）
▶全国友の会 代表 望月 伸子（東京都）
▶ヘアメイクシルバー 安部 志津江（島根県）
▶大江 寿代子（雄勝郡羽後町）

▶樋口 尊和（滋賀県）
▶鈴木 直子（秋田市）
▶長崎県大村市議会 議長 小林 史政（長崎県）
▶前口 香波（石川県）
▶鈴木 伸子（仙北市）
▶和田 直也（岐阜県）
▶豊島 秀人（滋賀県）
▶高野町内会（仙北市）
▶おおさわ胃腸科内科クリニック 大澤 佳之（仙北市）
▶仙台市立五橋中学校（宮城県）
▶角館町民生児童委員協議会 会長 桃園 豊弘（仙北市）
▶茂木 てつ子（仙北市）
▶田口 歌子（大仙市）
▶浅利 了喜（東京都）
▶日景 真喜子（大仙市）
▶愛輝会 代表 荻原 輝美（秋田市）
▶和賀地区自治協議会 会長 早川 英信（岩手県）
▶髙橋 節男（岩手県）
▶鈴木 千代和（仙北市）
▶知久 典子（千葉県）
▶髙橋 正和（千葉県）
▶ ( 財 ) 日本森林林業振興会 会長 沼田 正俊（東京都）
▶角館ライオンズクラブ（仙北市）
▶仙北市赤十字奉仕団協議会（仙北市）
▶門脇 伸子（仙北市）
▶田沢湖民生児童委員協議会 会長 高藤 孝子（仙北市）
▶玉林寺（仙北市）
▶芳賀 京子（仙北市）
▶藤原 一良・藤原 春美（仙北市）
▶株式会社 畠山建設工業 代表取締役 畠山 隆憲（仙北市）
▶藤村 成（大仙市）
▶藤村 久子（大仙市）

令和7年8月大雨災害
たくさんのご支援ありがとうございます

▶仙北市建設業協会連合会 
▶田口 玲貴 
▶アース製薬株式会社 
▶農家の宿 星雪館 
▶東北電力ネットワーク株式会社 大曲電力センター 
　所長 丹野 光政 
▶雫石町社会福祉協議会 
▶川島 茂雄 
▶秋田ノーザンハピネッツ株式会社 
▶藤里町社会福祉協議会 

▶武藤 和夫 
▶株式会社 木村新聞店 
▶鮭川村社会福祉協議会 
▶株式会社 あきた芸術村 
▶公益社団法人生命保険フィナンシャルアドバイザー協会
　秋田県協会 
▶武藤 次雄 
▶竹下 義博 
▶株式会社 山庄建設 

8月20日の大雨災害に対し、206件、9,025,077円のご支援をいただきました。
そのうち、掲載について了承を得た方々のお名前をご紹介し、改めて感謝申し上げます。

〈敬称略・受付順・10月17日現在確認分〉

義援金をお寄せくださった皆さま

ご寄附をお寄せくださった皆さま

寄附に関する問合せ／仙北市総合防災課（田沢湖庁舎）☎ 43-1115



新規入園希望
⇒こども家庭センター、田沢
湖・西木市民センター、各出
張所へ
すでに入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申し込みください。

（11月18 日まで）

3歳未満の児童
（令和 5 年 4 月 2 日

以降生まれ）

3歳以上の児童
（令和2年4月2日～
令和5年4月1日生まれ）

利用したい園に直接お申し込
みください。（11月18日まで）

入園許可書の通知（令和 8年1月頃）
支給認定証の交付（令和 8 年 2月）

認定こども園
（教育時間利用）

面接・聞き取りなどでの保育必要
度の審査
定員に対する申込状況に応じて利
用調整（令和 7 年 12月）

・支給認定証
・入所承諾書 の通知（令和 8年2月）

問合せ：仙北市こども家庭センター
　　　　　　　　　　　（角館庁舎）

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園

認定こども園・保育園認定こども園・保育園

入園案内入園案内
令和令和88年度年度 10/24 金～

11/4 火～11/18 火

▶こども家庭センター（角館庁舎）
▶田沢湖・西木市民センター
▶各出張所

申込書類
配布開始

施設利用案内・
申込書配布場所

申込期間

保育料について
　認定こども園・認可保育園の保育料は、0 歳児～ 2 歳児は全額助成、3 歳児～ 5 歳児は無償化となっ
ています。
保育の認定基準
　保育時間利用を希望するためには、保護者が次のいずれかに該当することが必要です。
☑就労 ☑妊娠・出産 ☑保護者の疾病、障がい ☑同居者の介護など ☑災害復旧 ☑求職活動 ☑就学 
☑虐待やＤＶの恐れがある ☑育児休業中にすでに保育を利用している児童がいて継続利用が必要
☑その他、上記に類すると認められる場合 ※そのほか詳細は、配布する施設利用案内をご覧ください。

ご
利
用
前
に
確
認
を
！

施設利用手続きの流れ

施設名 定員

だしのこ園 ☎43-1025 田沢湖生保内字武蔵野 117-263   88 人

神代こども園 ☎44-2502 田沢湖神代字珍重屋敷 89-3   65 人

にこにここども園 ☎47-2525 西木町門屋字六本杉 2-1   56 人

ひのきないこども園 ☎48-2345 西木町桧木内字高屋 137   23 人

角館こども園 ☎53-2918 角館町中菅沢 91-1 182 人

幼稚園と保育園の特徴を
あわせ持った施設です

幼保連携型 認定こども園

教育時間利用
▶入園対象　3 歳～就学前の児童。
▶利用時間　月～金曜日 8:30 ～ 15:30
　※土・日曜日、祝日、長期休業、年末年始を除く
　教育時間以外で預かり保育事業も実施します。
保育時間利用
▶入園対象　0 歳…生後 9 週目（57 日目）～　就学前の児童。
▶利用時間　月～土曜日 7:30 ～ 18:30 までの保育を必要とする時間
　※日曜日、祝日、年末年始を除く

※�すでに入園されている児童へは、在籍している園
より配布しています。

施設名 定員
市立白岩小百合保育園 ☎ 54-1083
角館町白岩上西野 93-1　

30 人

市立角館西保育園 ☎ 53-2522
角館町雲然田中 437-2　

30 人

市立中川保育園 ☎ 53-2404
角館町川原羽黒堂 324-1
※ 0 歳児のみの受け入れとなります

20 人

認可保育園

▶�入園対象　0 歳…生後 9 週目（57 日目）～
就学前の児童。

▶�利用時間　月～土曜日 7:30 ～ 18:30 までの
保育を必要とする時間

　※日曜日、祝日、年末年始を除く

〈運営主体〉
社会福祉法人 はなさき仙北

〈運営主体〉仙北市

詳しくは、仙北市ホームページから
確認できます。

配布しています

●電子申請ができるようになりました

保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる

保
健
の
お
知
ら
せ

 

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

           

相
談
を
親
身
に
お
聴
き
し
ま
す
！

 

こ
こ
ろ
の
相
談　
※
秘
密
厳
守

 

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
♪

 

若
者
の
居
場
所

　
「
若
者
の
居
場
所
」
と
は
、
心
の
重
荷
を

お
ろ
す
場
所
で
す
。

　
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、
家

に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中
で
生

き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の
若
者
が

対
象
で
す
。
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
お

や
つ
を
食
べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム

を
し
な
が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ

う
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ま
ず
は
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
一
緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
♪

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！　
　
　

　

一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
認
知
症
予
防

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
ま
し
ょ
う
！
開
催
時
間
内
に
個
別
に
お
話

（
相
談
）
も
お
聴
き
し
ま
す
。

 　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
集

ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の
「
安
否
確
認
や

困
っ
た
と
き
に
駆
け
付
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
」
で
す
。「
か
だ
れ
！
」
は
、
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！　

●�

開
催
日
／
11
月
12
日
㈬
、
26
日
㈬　

●�

時
間
／
10
時
～
15
時

●�

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

　
院
併
設
）
調
理
室
・
栄
養
相
談
室

　

病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
心

の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の
不
安
、

子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
ひ
と
り
で
悩
ま
な

い
で
、
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
せ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●�

相
談
日
／
11
月
6
日
㈭
午
前
の
み
、
10
日
㈪

午
前
の
み
、
17
日
㈪
、
28
日
㈮
午
前
の
み

●
時
間
／
【
午
前
】
①
10
時
～
②
11
時
～

　
【
午
後
】
③
13
時
30
分
～
④
14
時
30
分
～

●
場
所
／
角
館
庁
舎

●
相
談
方
法
／
1
回 

50
分 

面
談
ま
た
は
電
話

　
（
要
予
約
・
相
談
無
料
）

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
気
に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、
楽
し
み

な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で
は
、ゆ
っ

く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
会
員
が
悩
み
な

ど
を
お
伺
い
し
て
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。
開
催
時
間
内
の
都
合
の
い
い
と
き
に
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
1111
月月
1919
日
㈬
日
㈬

●
時
間
／
10
時
～
14
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
無
料
無
料

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

【
笑
い
ヨ
ガ
、
心
も
体
も
健
康
に
！
】

　

笑
い
ヨ
ガ
認
定
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
伊
藤
晴
美
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
て
「
笑
い
の
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
笑
い
に
ヨ
ガ
の
要
素
や
、呼
吸
法
、軽
体
操
、

た
の
し
い
会
話
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
笑
顔
に

な
れ
る
会
で
す
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／

日
時
／
1111
月月
2121
日日
㈮　
受
付
：

㈮　
受
付
：
99
時時
4040
分分

～～
1010
時　
終
了
予
定
：

時　
終
了
予
定
：
1111
時時
3030
分分

笑
い
の
会

市
民
公
開
講
座

第
21
回 

医
療
と
健
康
を

考
え
る
集
い

　
近
年
増
え
続
け
て
い
る
ク
マ
被
害
に
つ
い

て「
熊
外
傷
の
防
止
と
治
療
」を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●��

日
時
／
11
月
29
日
㈯ 

　
開
会
：：
14
時（
開
場
：：
13
時
30
分
）

●�

場
所
／
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

●�

講
演
／

①【
ク
マ
の
生
態
と
人
身
被
害
防
止
策
】

　
講
師
：
あ
き
た
森
づ
く
り
活
動
サ
ポ
ー
ト

：
あ
き
た
森
づ
く
り
活
動
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
情
報
専
門
員

　
セ
ン
タ
ー
情
報
専
門
員  

菅
原
菅
原  

徳
蔵
徳
蔵  

氏氏

②�【
ク
マ
外
傷
、「
命
に
別
状
は
な
い
」と
は
言

う
け
れ
ど
】

　
講
師
：
秋
田
大
学
医
学
部
付
属
病
院

：
秋
田
大
学
医
学
部
付
属
病
院  

副
病
副
病

　
院
長

　
院
長  

中
永
中
永  

士
師
明

士
師
明  

氏氏

●�

主
催
／
大
曲
仙
北
医
師
会
、
仙
北
市
医
療
協

議
会
、
仙
北
市

●�

共
催
／
秋
田
県
医
師
会

●��

定
員
／
先
着
１
０
０
人

●�

申
込
・
問
合
せ
／
保
健
課

　
☎
43ｰ

２
２
５
２

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
で

は
、
毎
月
サ
ロ
ン
を
開
催
し
個
人
の
悩
み
や

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
だ
り
、
語
っ
て
笑
っ
て
ホ
ッ
と
す
る

ス
ペ
ー
ス
で
す
。
予
約
な
し
で
、
ど
な
た
で

も
好
き
な
時
間
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●�

開
催
日
／

開
催
日
／
1111
月月
55
日
㈬
（
予
約
不
要
）

日
㈬
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
13
時
～
15
時
30
分

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
田
沢
湖
病

院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

●�

参
加
費
／

参
加
費
／
１
０
０
円

１
０
０
円

●�

内
容
／

内
容
／
血
圧
測
定
、健
康
講
話
（
保
健
師
）、

血
圧
測
定
、健
康
講
話
（
保
健
師
）、

脳
ト
レ
な
ど

脳
ト
レ
な
ど

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

●�

場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角
館
）

●�

内
容
／

内
容
／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

※
事
前
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問問
保
健
課 

☎
43ｰ

２
２
５
２

●�
開
催
日
／

開
催
日
／
1111
月月
1818
日
㈫
日
㈫
（
予
約
不
要
）

●
時
間
／
14
時
～
16
時

●�

場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●�

参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料  

●�

主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き
た
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
団
体
）

問問��

大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ
８
５
３ｰ

４
３
６
７

●�

参
加
費
／
１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

●�

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康
相

談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●�

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
無
料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０
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保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

包和花カフェ 包括支援
センター 角館交流センター 43-2283 11月2日㈰

11時～ 14時30分 無料

包和花カフェ 包括支援
センター 桧木内診療所 43-2283 11月11日㈫

13時30分～ 15時 無料

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 白岩コミュニティセンター 42-8671 11月12日㈬14時～ 16時 100円

包和花カフェ 包括支援
センター 西明寺診療所 43-2283 11月17日㈪14時～ 16時 無料

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティーセンター
※「あたまとからだの若返り教室」同時開催 55-5449 11月18日㈫14時～ 16時 100円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 080-3198-4136 11月19日㈬10時～ 12時 300円

土曜日のさわやかカフェ 友永千春 さわやか桜館1階ホール
角館町西長野中泊126-2 52-0003 11月22日㈯14時～ 16時 100円

オレンジカフェひまわり 長澤早恵
グループホームはなみづき3号館

地域交流室　角館町白岩新西野202-2
42-8671 11月29日㈯14時～ 16時 100円

オレンジカフェが開催されています♪オレンジカフェが開催されています♪

11月の日程

　オレンジカフェは、厚生労働省が進めている認知症施策の１
つで、認知症の方やその家族、地域の方など誰でも気軽に集い、
交流することのできる集いの場です。認知症に関する相談にも
応じることができますので、気軽にご参加ください。感染症の
状況などによりお休みする場合もあります。詳細については直
接カフェにお問い合わせください。

●問合せ／包括支援センター　☎ 43 ｰ 2283

【こころの健康づくり研修会】【こころの健康づくり研修会】
　自分自身のこころの健康づくり、悩みを一人で抱え込
まずにお互いに声をかけ合う大切さについて知る研修
会です。
●�日時／ 12月5日㈮ 13時30分～ 15時
　（受付：13時開始）
●�場所／西木温泉ふれあいプラザクリオン2階
　多目的ホール
●�内容／
▶お話と劇
"弥三郎"にのせておくる「秋田弁による嫁・姑のお話」
※�こころが癒され、笑いでこころ温かく明日への活力が湧き

出るようなお話と劇です。
▶こころの健康クイズコーナー
※�記念品もあります。時間に余裕をもってお越しください。

●�講師／谷京子とグループかぜ
●�定員／ 100人
※定員になり次第締め切ります。
●�申込み／ 11月28日㈮まで、お電話でお申し込みくだ

さい。

●申込・問合せ／保健課　☎ 43 ｰ 2252

保健と健康掲示板 ささえる
つながる

1515 20252025--1111広報せんぼく広報せんぼく広報せんぼく広報せんぼく

季節性インフルエンザ予防接種季節性インフルエンザ予防接種およびおよび
新型コロナワクチン定期接種新型コロナワクチン定期接種のお知らせのお知らせ

【「小児科」6か月～ 15歳(中学生）までの方】
※小児科は季節性インフルエンザ予防接種のみです。

●�接種開始日／ 10月22日㈬から毎週水曜日に接種を開
始しています。

▶�事前に予約が必要です。月曜日から金曜日の13時30
分～ 16時まで総務管理課で予約を受け付けます（電
話：54-2111）。

▶�小学６年生までのお子さんについては、２回の接種
が必要となります。１回目の接種した日付から、４
週間後が２回目の接種予約日となります。

※�1回目の接種の際に、2回目の接種予約日についてご案内
します。

▶�接種日は、予診票の記入がありますので、13時～ 13
時30分までに受付を済ませてください。母子手帳をご
持参ください。

▶�接種料金（1回あたりの料金）6か月～小学6年生ま
で2,530円、中学生が3,850円となります。

【一般 16歳以上の方】

●�接種開始日／ 10月20日㈪から外来で接種を開始して
います。インフルエンザワクチンと新型コロナワクチ
ンは同時接種も可能です。

▶�診察前に予診票へのご記入が必要となります。期間
内は、フロント前特設窓口までお越しください。

▶�接種日は11時まで受付を済ませてください。
▶�接種料金（1回あたりの料金）
  インフルエンザ：3,850円
  コロナワクチン：15,600円（定期接種65歳以上の方）

●問合せ／市立角館総合病院　☎ 54-2111

 市立角館病院から 

大腸がん単独検診大腸がん単独検診のお知らせのお知らせ
●�対象者／ 40歳以上の方
●�検診内容／便潜血検査（事前に採便容器に2日分採便

してください）
●�検診料金／ 500円
●�持ち物／各種健（検）診受診券、マイナ保険証・資格

確認書など資格確認ができるもの、検診料金、採便容
器。

●�注意事項／
▶�２日分の採便ができない場合や、期限切れの採便容器

を使用した場合は検査ができません。　

▶�採便容器が届いていない方でも、40歳以上の方は検診
を受けることができます。採便容器は、保健課、各市
民センター、出張所で配布しています。

●�検診無料対象者／仙北市国保加入者、70歳以上の方、
後期高齢者医療保険加入者、生活保護受給者、市民
税非課税世帯の方、研究事業参加者。

※�平成21年度から「大腸がん検診の研究（比較試験）」を実施し
ています。研究事業参加者の方は、「健康アンケート（オレン
ジ色）」の提出と便潜血検査（2日分の便検査）に今年度もご
協力をお願いします。

地区 日時 会場 受付時間
西木 11月9日㈰ 西木総合開発センター

（西木庁舎となり） 9時30分～11時

角館 11月10日㈪ 角館庁舎１階 10時30分～12時30分

田沢湖 11月16日㈰ 神代就業改善センター 9時30分～11時

田沢湖 11月17日㈪ 田沢湖総合開発センター 10時30分～12時30分

角館 11月18日㈫ 角館庁舎1階 10時30分～12時30分

田沢湖 11月24日㈪ 田沢湖総合開発センター 9時30分～11時

西木 11月25日㈫ 西木総合開発センター
（西木庁舎となり） 10時30分～12時30分

角館 11月30日㈰ 角館庁舎１階 9時30分～11時

●�日程表／

●問合せ／保健課　☎ 43-2252

接種期間：10月20日㈪～12月26日㈮まで

「谷さんのかばん」と称して各地で絵本を朗読。お話と
うたの「グループかぜ」は、96年には三重県で行われた
国民文化祭に参加、オーストラリア、カナダでの公演も
経験。そのほか、朗読グループ「ぬくもり」、「チェロと語
りのコンサート」、山本周五郎の作品を語る会など主宰
し県内外で活躍しています。
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※保健師・管理栄養士・看護師が対応します。
電話相談 時間 平日 8:30 ～ 16:30 電話番号 《固定》43-3305　　《携帯》080-2813-0835

前日まで電話予約が必要です（☎ 43-3305）

こどもカレンダーこどもカレンダー
月◆場　所 健康管理センター（角館）

◆問合せ 仙北市こども家庭センター  ☎ 43-3305

母子手帳アプリ「なないろ by 母子モ」では、随時
情報を更新しています。ダウンロードはこちらから！ →

日にち 内容 対象者 時間
12日㈬ ベビーマッサージ・交流会 2か月後半～1歳未満 9:15～

おやこで楽しむふれあい講座 （前日まで申し込みが必要です）

日にち 受付時間 内容
6日㈭・18日㈫ ９:00 ～・個別面談 ( 保健師、管理栄養士など )

・母子手帳交付
・妊婦健診受診券発行
・応援プラン作成11日㈫・26日㈬ 13:15 ～

-------------------- 母子手帳交付申請に必要なもの -------------------
①妊娠届出書  ②個人番号カードまたは個人番号通知カード  ③本人確認で
きるもの（運転免許証、パスポートなど）  ④妊婦支援給付金申請のため妊
婦本人名義の口座情報が確認できるもののコピーなど

母子健康手帳交付 1111
☎080-1663-4494子育てサポート　「はっぴい・マム」 角館町田町上丁 69-1（角館児童館 2F）

助産師さんの相談日
日にち 時間 内容

17日㈪ 10:00 ～ 11:30
助産師さんによる妊娠中・出産・産後・育児の相
談ができます。個別相談ができますので、希望者
はご連絡ください。

おやこ交流広場
開放日 時間 内容

4 日㈫・10 日㈪
17 日㈪・25 日㈫

9:30 ～
11:30

保護者とお子さんが自由に遊べる
スペース。申込不要で自由参加。

※11/17㈪は身体計測日です。希望のお子さんは母子手帳をご持参ください。

11
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
情
報

　
子
育
て
支
援
施
設

　
　
　
　
「
さ
く
ラ
ッ
コ
」

お友だち作りや情報交換の場として開放しています。
誕生月のお子さんには粗品をプレゼント！

（毎週水・木・金曜日 10 時～ 15 時 開放）11 月の開放日
水曜日　5日・12日・19日・26日

木曜日　6日・13日・20日・27日

金曜日　7日・14日・21日・28日

予約不要

① 10:00 ～ 11:30
② 13:00 ～ 14:30 「のり巻き寿司作り」

26日水 10:00 ～ 12:00
「お昼寝フォト週間」

すくすく成長記録Day

6 日木 10:00 ～ 11:00 月イチ、身長体重測定日！

予約不要

問合せ

　市内５か所の認定こども園に子育て支援センターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援する
基盤づくりのため、次のような活動を行っています。
　準備の都合上、利用される方は前日まで各園へご連絡ください。また、持ち物なども各園にご確認ください。

だしっこルーム（だしのこ園内）
☎ 43-1025　FAX43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

5 日水

おひさまルーム（角館こども園内）
☎ 53-2918　FAX53-2919　時間 9:30 ～ 11:30

わいわい広場（神代こども園内）
☎ 44-2502　FAX44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

なかよしひろば（にこにここども園内）
☎ 47-2525　FAX47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

さくらんぼルーム（ひのきないこども園内）
☎ 48-2345　FAX48-2525　時間 9:30 ～ 11:30

・�子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広場を開
いています。

・�お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関して相談
を受け付けています。

だしのこ園で遊ぼう！

14 日金【親子で触れ合いながら遊ぼう！】
ゆったりした空間で、親子で好きな遊びをして過ごそう！
11：00 ～手遊び・絵本タイム

12 日水 リトミック遊びを楽しもう！

お外で遊ぼう！

5 日水 こども園で遊ぼう・身体測定

※�集いの広場の情報は市ホームページ
でもご確認いただけます。

予約制：①②各３組
（託児あり）

・��子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場を提供
したり、活動の支援をしたりします。

　　集いの広場（○○ルーム・○○広場）の開設

　　子育てサークルなどへの支援

　　育児不安などについての相談指導

21 日金

6 日木

はっぴぃルーム

わくわく広場

あつまれ！０歳児!!

12 日水

12 日水 体を動かして遊ぼう !!

12 日水 体を動かして遊ぼう！（サーキット遊び）

20 日木 こども園で遊ぼう！
身体測定・11 月生まれのお誕生会

19 日水 サーキット遊びを楽しもう (^^ ♪

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち
《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》
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第 167 号

　
「
秋
晴
れ
」
と
い
う
語
が
ふ
さ
わ
し
い
青
空
の
下
、

西
明
寺
小
学
校
の
学
校
農
園
で
全
校
児
童
に
よ
る

芋
掘
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
週
間
後
の
な
べ
っ

こ
を
一
緒
に
楽
し
む
縦
割
り
班
で
の
芋
掘
り
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
６
年
生
は
下
学
年
の
児
童
が
大
き
な

芋
を
掘
れ
る
よ
う
に
気
遣
い
を
し
、
み
ん
な
が
満
足

の
笑
顔
を
交
わ
し
て
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
3

日
後
、
協
力
者 

佐
藤
一
也
さ
ん
所
有
の
畑
で
、
６

年
生
が
ネ
ギ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
ネ
ギ
は
サ
ツ
マ
イ

モ
と
一
緒
に
な
べ
っ
こ
の
食
材
に
な
り
、
そ
の
甘
さ

を
存
分
に
全
校
児
童
で
味
わ
い
尽
く
し
ま
し
た
。

大
雨
災
害
支
援
活
動　
　

 

桧
木
内
中
学
校
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ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会
議

　
８
月
末
か
ら
９
月
初
め
に
か
け
て
の
記
録
的
豪

雨
で
は
、
特
に
桧
木
内
川
の
上
流
域
に
大
き
な
被

害
が
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
上
桧
木
内
地
区
の
多
世
代
交
流
施
設「
山
鳩
館
」

は
一
定
期
間
自
主
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
桧
木
内
中
学
校
全
校
生
徒
12
人
が
９
月
８

日
、
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
山
鳩
館
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
清
掃
活
動
を
中
心
に
地

域
支
援
に
勤
し
み
ま
し
た
。
武
藤
颯
佳
さ
ん
（
２

年
）
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
と
聞
い
た
と
き

は
、
災
害
の
現
場
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
自

分
の
目
で
し
っ
か
り
見
た
い
と
思
っ
た
。
人
の
役

に
立
て
る
こ
と
で
わ
く
わ
く
す
る
感
じ
が
し
た
。

　
夏
休
み
中
に
行
っ
た
「
小
学
生
に
よ
る
職
場

体
験
学
習
」
で
、
参
加
児
童
が
作
成
し
た
企
業

ポ
ス
タ
ー
の
令
和
７
年
度
全
作
品
を
各
地
区
文

化
祭
で
展
示
し
ま
す
。

●
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー（
終
了
）

　
会
期
：
令
和
7
年
10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

●
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

　
会
期
：
令
和
7
年
11
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

●
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

　
会
期
：
令
和
7
年
11
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

完成したポスター全てに、付
箋を 1人1枚ずつ添付しまし
た。「このポスターのここがス
テキ」ということがたくさん書
かれています。

収
穫
の
秋                       

西
明
寺
小
学
校

28日金～

小
学
生
に
よ
る
職
場
体
験
学
習

児
童
作
成
ポ
ス
タ
ー
展
開
催

　
　
ヤ
マ
メ
・
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

来
る
途
中
、
川
筋
を
見
る
と
木
の
根
が
た
く
さ
ん
見

え
て
、
倒
木
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
以
前
来
た
時

の
光
景
と
違
っ
て
と
て
も
驚
い
た
。
今
日
は
手
伝

え
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
蜘
蛛
の
巣
取
り
の
方
法

や
畳
の
拭
き
方
な
ど
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
教
わ
っ
て
、
う
ま
く
で
き
た
」

と
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
人
の
役
に
立
つ
喜

び
、そ
の「
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
思
い
」が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ

る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
明
寺
中
学
校
生
徒
会
か
ら
、
子
ど
も

サ
ミ
ッ
ト
～Sem

boku City 

ジ
ュ
ニ
ア
未
来
会

議
～
に
提
案
が
あ
り
、
各
校
か
ら
の
賛
同
を
得
て
、

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
活
動
と
し
て
大
雨
災
害
募
金

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
先
駆
け
、
９
月
上
旬

に
神
代
小
学
校
児
童
運
営
委
員
会
か
ら
義
援
金
が

送
ら
れ
て
い
ま
す
。

19 日水 リズム遊びを楽しもう !!!

28 日金

26 日水 お誕生会をしよう！（10・11 月のお友だち）身体測定

手作りおやつを作ってみよう！13 日木

26 日水 好きなおもちゃを見つけて遊ぼう！

タブレットを使いこなし、体
験から学んだことを短い言葉
でまとめ、自分で撮った写真
を添えて、ポスターを作成し
ました。

収穫したネギは、仙北市産業祭
（10/25 角館交流センター）で、
児童の体験活動の一環として販売
しました。

移植ベラを巧みに使いながら、芋
を傷つけないように慎重に収穫し
ました。大きな芋には児童の視線
が集まります。児童は、期待通り
の豊作を実感しました。

初心者でもできるのり巻き作り！
持ち物：エプロン・バンダナ・マスク

角館交流センターを会場に開催される、「仙北市かが
やき交流フェスタ」にさくラッコのお昼寝フォトが
参加します！今月の広場のデザインと異なりますの
で、ぜひ遊びに来てください！

出張さくラッコ
2 日日 10:00 ～ 14:00「お昼寝フォト」

予約不要
予約不要

★２L 版を 1 枚プリントアウトしてプレゼントします。
※ 0 歳児以上のお子様も参加可能です！
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「アンパンマンと
ばいきんまん」

生
涯
生
涯
学
習
学
習

学
び
学
び

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に

心
豊
か
に

・生涯学習課
☎43-3383
・中央公民館
☎43-3535

・田沢湖公民館
☎43-1061
・角館公民館
☎54-1110

 

地
域
学
校
協
働
活
動 

角
館
中
学
校

 「
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
を
深
め
る
」

▶罪と罪《堂場瞬一》
▶宇宙の片すみで眠る方法《畑野智美》
▶池袋 NO NAME《石田衣良》
▶祈りからさらに遠い町《日向理恵子》
▶在る。 SOGI 支援医のカルテ《前川ほまれ》 
▶�飼い犬に腹を噛まれる《彬子女王》
▶�みつけてうれしいイワテのキノコ《岩手菌類研究同好会》
▶足のむくみをとる本《川嶋朗》
▶すべてを蒸したいせいろレシピ、おかわり！《りよ子》
▶�永谷園のめざまし茶づけレシピ《永谷園》
▶�毒のある生きもの最強バトル図鑑《柴田佳秀 ( 監修 )、

さがわゆめこ ( 画 )、グラフィオ ( 編 )》
▶�おばけとしょかん３ きえた本のなぞ《斉藤洋 ( 作 )、
  森田みちよ ( 絵 )》

新着図書を紹介します

田沢湖図書館 ☎ 43-1307 11月の
休館日

3 日（月・祝）、4 日（火・振替休館）、
10 日㈪、17 日㈪、23 日（日・祝）、
24 日㈪、30 日（日・整理休館日）

Instagram

フォローお願いします

　「角館高等学校創立 100周年記念　百穂とアララギの歌人た
ち」は、9日で終了となります。
　25日より文学顕彰碑建立を記念して、「綴られた記憶－仙北
市の 4人の作家、その言葉と筆跡－Ⅰ」を開催します。この展
示は文学顕彰碑に刻まれる、高井有一、渡辺喜恵子、千葉治平、
西木正明の 4人の作家に関連する資料を展示します。
　皆さまのご来館をお待ちしています。

▶��キテレツ絵画の逆襲－「日本絵画」再発見－《三浦篤 / 著、森村泰昌 / 著》
▶�家守綺譚 上・下《近藤ようこ / 漫画、梨木香歩 / 原作》
▶これはいつかのあなたとわたし《燃え殻 / 著》
▶�ジートコヴァ―の最後の女神たち《カテジナ・トゥチコヴァ―/ 著、阿部賢一

/ 訳、豊島美波 / 訳》
▶�地経学とは何か－経済が武器化する時代の戦略思考－《鈴木一人 / 著》
▶ �90 歳、男のひとり暮らし《阿刀田高 / 著》
▶�人間の心が分からなかった俺が、動物心理学者になるまで《岡ノ谷一夫 / 著》
▶ �BTS レジェンド 10 曲の歌詞で学ぶ韓国語《Cake × SHINCHOSYA Re-

editing Project/ 著、キム・スノク / 韓国語解説、桑畑優香 / 監修》
※�このほかたくさんの新刊が入っています。

新潮社から寄贈された図書を紹介します

10:00～11月1日㈯　　

イベント交流館
（新潮社記念文学館） ☎ 43-3333

学習資料館 ☎ 43-3333

エプロン
シアタ―

おはなしかい
おはなしかい

うさ
ぎ

のみみうさ
ぎ

のみみ
さいごにアンパンマンのおめんをつくりましょう！

11月の

企画展示「綴られた記憶」
－仙北市の四人の作家、その言葉と筆跡－Ⅰ
会期：11月 22日㈯～令和 8年 2月 15日㈰

 

プ
ラ
か
ご
作
り
教
室

 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室

　
今
回
は
、
新
作
模
様
に
挑
戦
し
ま
す
。
新

し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
①
11
月
18
日
②
11
月
25
日
③
12
月
2

日
④
12
月
9
日（
毎
回
火
曜
日
）、
13
時
～

16
時

※�

4
日
間
全
て
受
講
で
き
る
方（
4
日
間
で
完
成

し
ま
す
）

●
場
所
／
小
野
崎
家（
角
館
公
民
館
）

●�

講
師
／
冨
木 

真
喜
子 

氏

●
受
講
料
／
１
８
０
０
円（
材
料
代
）

●�

持
ち
物
／
は
さ
み
、
メ
ジ
ャ
ー
、
チ
ェ
ス

画
鋲
、
ワ
ニ
グ
チ
ク
リ
ッ
プ（
購
入
希
望
は

別
途
１
２
０
０
円
）

●
定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
４
日
㈫
～

　
11
月
13
日
㈭

●�

問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　
ク
リ
ス
マ
ス
を
彩
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
で
、
華
や
か
に
玄
関
や
お
部
屋
の

演
出
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
９
月
12
、22
、26
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

角
館
中
学
校
３
年
生
と
高
齢
者
と
の
交
流

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
橋
渡
し

で
、
角
館
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
や

仙
北
市
生
涯
学
習
奨
励
員
が
参
加
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
モ
ル
ッ
ク（
木
の
棒

を
倒
し
て
点
数
を
競
う
ゲ
ー
ム
）を
通
し

て
、
地
域
の
高
齢
者
と
生
徒
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
日
間
と

も
好
天
に
恵
ま
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓

声
が
あ
が
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
は
地
域
の

中
で
協
力･

協
働
し
な
が
ら
生
活
し
て
い

く
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
地
域
の
子
ど

も
達
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
元
気
を
与
え
ら

れ
て
い
る
と
お
話
し
て
い
ま
し
た
。

公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
日
9
時
か
ら

17
時
ま
で
各
講
座
担
当
の
公
民
館
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

『神様ショッピング』
《角田光代 / 著》

 

寒
天
料
理
教
室

　
郷
土
料
理
の
１
つ
、「
寒
天
料
理
」教
室
を
開

催
し
ま
す
。
寒
天
が
で
き
る
ま
で
、
み
な
さ
ん

で
食
べ
る
お
昼
ご
飯
も
作
り
ま
す
。
寒
天
料
理

を
囲
み
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
12
月
5
日
㈮
10
時
～
14
時

●
場
所
／
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
照
井 

律 

氏

●�

メ
ニ
ュ
ー
／
か
み
な
り
寒
天
、
じ
ゃ
が
い
も
寒
天

●
受
講
料
／
１
０
０
０
円

●�

持
ち
物
／
タ
ッ
パ
ー（
中
）3
個
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具

●
定
員
／
16
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
4
日
㈫
～
11
月
21
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

「小さな神の
いるところ」

《梨木香歩》
毎日新聞出版

「オールシーズン
のアンサンブル
ニット」
日本ヴォーグ社

『かやかしたち』
《畠中恵 / 著》

●��

日
時
／
12
月
3
日
㈬ 

10
時
～
12
時

●��

場
所
／
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
大
石 

孝
子 

氏（
い
け
ば
な
龍
生
派

家
元
教
授 

大
石
星
華
）

●
受
講
料
／
２
２
０
０
円（
花
材
代
）

●�

持
ち
物
／
は
さ
み

●�

定
員
／
10
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
4
日
㈫

～
11
月
21
日
㈮

●�
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

 

モ
ル
ッ
ク
教
室

　
運
動
が
苦
手
で
も
Ｏ
Ｋ
！
学
校
、
学
年
を
越

え
て
み
ん
な
で
モ
ル
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
家
族
の
方
の
参
加
も
大
丈
夫
で
す
。

●��

日
時
／
11
月
29
日
㈯  
10
時
～
11
時
30
分

●��

場
所
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
毛
利 

俊
介 

氏

●
受
講
料
／
無
料

●�

定
員
／
市
内
小
中
学
生
12
人

　
（
家
族
参
加
可
）

●�

申
込
期
間
／
11
月
4
日
㈫

　
～
11
月
21
日
㈮

●
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

今月のテーマ展示
「二足のわらじをはいた作家」

作家とともに芸人、ミュージシャンなど、
二足のわらじをはいた作家を大特集 !!

スマホで簡単
蔵書検索

11月の
休館日

展示替え休館：10 日㈪～ 21 日㈮
24 日㈪

大型
紙芝居 「しくじった魔法使い」

テーマ展示

「犬の日」

「木枯らしに抱かれて」

3日(月・祝）、10日㈪、17日㈪、
23 日（日・祝）24 日㈪、
30 日（日・整理休館日）

11月の
休館日

11月のイベント情報

おはなしおはなし玉手箱玉手箱
おとなもどうぞ！

※入場無料
15日㈯ 10:00～

1111月 月 とことこタイムとことこタイム

ぐずったらどうしよう、
なんて気にしなくて大丈夫な時間

毎週土曜日 9:00～ 12:00

『オパール毛糸で編む
靴下のブローチ』

『糸かけ曼荼羅アート教室』

詳細は市役所からのお知らせ（9ページ）をご覧ください。

※ 11月より土曜日は 17時閉館になります。

「ほっと一息」

 

ク
リ
ス
マ
ス
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
教
室

　
華
や
か
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た『
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
』を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●��

日
時
／
12
月
14
日
㈰ 

10
時
～
13
時

 
提
灯
作
り
教
室

　
地
元
の
提
灯
屋
さ
ん
が
提
灯
の
絵
付
け
や
名

入
れ
な
ど
の
コ
ツ
を
教
え
て
く
れ
る「
提
灯
作

り
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ミ
ニ
提
灯
に
自
分
の
好
き
な
絵
や
名
前
入
り
な

ど
お
気
に
入
り
の
提
灯
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

日
時
／
12
月
6
日
㈯ 
13
時
30
分
～
15
時
30
分

グラウンドゴルフ

モルック

●
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
今
野 

正
則 

氏（
今
野
木
工
所
）

●
受
講
料
／
１
５
０
０
円（
材
料
代
）

※
２
個
目
か
ら
は
１
０
０
０
円

●
定
員
／
16
人

●�

申
込
期
間
／
11
月
4
日
㈫
～
11
月
28
日
㈮

●
問
合
せ
／
中
央
公
民
館

角館高等学校創立 100周年記念
「百穂とアララギの歌人たち」

会期：11月 9日㈰まで

●��

場
所
／
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
／
鈴
木 

正
美 

氏（Café donopan　

カ
フ
ェ 

ド
ノ
パ
ン
）

●
受
講
料
／
1
組
に
つ
き
２
５
０
０
円(

参
加
料
）

●��

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾

●�

定
員
／
市
内
園・
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

お
よ
び
家
族（
祖
父
母
も
可
）先
着
12
組

※
1
組
に
つ
き
3
人
ま
で
参
加
可

●�

申
込
期
間
／
11
月
4
日
㈫

　
～
12
月
4
日
㈭

●��

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館
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一般財団法人 角館感恩講
角館こども園へ

ままごとキッチンセットを寄贈

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

（敬称略）

▶男子 4 年生以下ダブルスの部 第 1 位 江橋樹（西明寺小学校 4 年） 
※全国大会出場決定
▶男子 5 年生ダブルスの部 第 3 位 高橋颯太・西宮隆生ペア（西明寺
小学校 5 年） ※全国大会出場決定
▶女子６年生シングルスの部 第 3 位 江橋楓（西明寺小学校 6 年）

　10 月 4 日に大館市で開催され、仙北市ソフトテニスジュニアから
4 人が入賞し、そのうち 3 人が来年 3 月に千葉県白子町で行われる第
25 回全国小学生ソフトテニス大会への出場が決まりました。

令和7年度全国小学生ソフトテニス大会秋田県予選会

▶男子の部 優勝
▶第 5 区 区間賞 藤邑望
▶女子の部 第６位
▶第 4 区 区間賞 佐々木音和

　9月28日に秋田市雄和で開催された大会で、角館中
学校の選手たちが練習の成果を発揮し、見事な成績を
収めました。
　男子は激戦を制し初優勝を成し遂げました。女子は
粘り強いレース運びで第6位入賞を果たしました。両
チームは11月8日の東北大会へ進出し、男子は12月
14日に滋賀県で開催される全国大会出場を決めました。

第74回秋田県中学校総合体育大会駅伝競走大会

▶優勝 YFC セレジェスタ

　9 月 6 日から 7 日の 2 日間、秋田県営トレーニングセ
ンターで行われた大会で、YFC セレジェスタが見事優勝
を果たし、11 月に山形県東根市で行われる東北大会に
出場を決めました。

JFA 第31回全日本 U‐15 フットサル選手権秋田大会

　
角
館
こ
ど
も
園
で
の
日
々
の
生
活
や
遊
び
の
中
か

ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し
、
成
長
を
し
て
ほ
し

い
と
の
思
い
か
ら
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
ま
ま
ご
と

キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
財
団
で
は
、
仙
北
市
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援
事
業
を
来
年
度
も
継
続
し
て
行

う
予
定
で
す
。

第
63
回
文
化
講
演
会

諸
田
玲
子
さ
ん
『
岩
に
牡
丹
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
創
作
秘
話

　
9
月
26
日
、
角
館
図
書
館
後
援
会
主
催
の
第
63
回
文
化
講
演

会
が
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
作
家
・
諸

田
玲
子
さ
ん
が
昨
年
8
月
刊
行
の
小
説
「
岩
に
牡
丹
」
を
題
材

に
、
秋
田
蘭
画
と
の
出
会
い
や
執
筆
の
き
っ
か
け
を
語
り
、
会

場
に
は
約
１
３
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
諸
田
さ
ん
は
、「
京
都
や
江
戸
か
ら
離
れ
て
い
る
の
に
、
文

化
の
香
り
が
漂
う
小
京
都
の
よ
う
な
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ

た
」
と
角
館
の
ま
ち
並
み
の
印
象
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2

年
前
に
逝
去
し
た
西
木
町
出
身
の
直
木
賞
作
家
・
西
木
正
明
さ

ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
触
れ
、「
秋
田
に
縁
が
で
き
、
秋
田

を
題
材
に
し
た
作
品
を
書
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
半
に

は
、
美
術
史
家
の

山
本
丈
志
さ
ん
が

登
壇
し
、
諸
田
さ

ん
と
対
談
形
式
で

進
行
。
秋
田
蘭
画

の
魅
力
や
制
作
背

景
に
つ
い
て
、
作

家
の
視
点
と
美
術

史
の
専
門
的
な
視

点
か
ら
掘
り
さ
げ

る
貴
重
な
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

第
38
回
生
保
内
節
全
国
大
会

　
9
月
28
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
第
38
回
生
保
内
節
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
、
年
少
者
の
部
14
人
、
一
般
の
部
１
０
０
人
が
出
場
し
、
磨

き
上
げ
た
節
回
し
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
年
少
者
の
部
で
は
鎌
田
爽
生
さ
ん（
秋
田
市
）が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

伸
び
や
か
な
歌
声
で
会
場
を
魅
了
。
一
般
の
部
で
は
、
唯
一
の
男
性

と
し
て
決
勝
に
進
出
し
た
大
野
源
四
郎
さ
ん
（
羽
後
町
）
が
、
円
熟

味
あ
ふ
れ
る
唄
を
響
か
せ
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
壇
上
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
大
野
さ
ん
は
「
本
当
に
う
れ
し
い
。
今
日
は
会
場
に
奥

さ
ん
も
来
て
い
る
。
い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
喜

び
を
語
り
、
会
場
は
温
か
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
地
域
の
宝
で

あ
る
生
保
内
節
の
魅
力
が
改
め
て
示
さ
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略

【
一
般
の
部
】
▼
優
秀
賞
／
嵯
峨
泉
稀
、川
井
ふ
た
ば
、髙
橋
杏
里
、佐
々

木
深
里
▼
敢
闘
賞
／
谷
川
未
采
、
倉
田
珠
衣
、
大
川
あ
け
み
、
長
谷
川

芽
咲
、
髙
橋
貞
子

【
年
少
者
の
部
】
▼
優
秀
賞
／
佐
藤
茉
侑
、
畠
山
咲
、
秋
山
友
梨
華

最優秀賞を受賞した大野さん（写真上）、鎌田さん（写真下）

写真左から江橋楓さん、江橋樹さん、高橋颯太さん、西宮隆生さん。

（敬称略）

2121

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

20252025--1111広報せんぼく広報せんぼく



行
政
相
談
委
員
の
大
楽
進
さ
ん

　
　

   

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
こ
の
度
、
行
政
相
談
委
員
の
大
楽
進
さ
ん
が
、
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
民
間

有
識
者
で
、
国
な
ど
の
行
政
活
動
全
般
に
関
す
る

苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、
公
正
・
中
立
な
立
場

か
ら
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通

知
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
大
楽
さ
ん
は
、
平
成
21
年
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
定
期
的
に
相
談
所
を
開
設
す 

る
な
ど
、
16
年
以
上
に
わ
た
り
、
住
民
と
行
政
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
相
談
を
受
け
付
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
功

績
が
特
に
顕
著
で
あ
り
、ほ
か
の
委
員
の
模
範
と
な
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。 

　
行
政
相
談
は
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
30
ペ
ー
ジ
の
「
行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は
行

政
相
談
委
員
に
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
退
任

　
　
　

 

佐
藤
成
真
さ
ん
に
感
謝
状

　

令
和
4
年
10
月
か
ら
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
き
た
佐
藤
成
真
さ
ん
が
、
9
月
30
日
に
任
期

を
終
え
、
田
口
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　

さ
い
た
ま
市
生
ま
れ
の
佐
藤
さ
ん
は
、
9
歳
か
ら
7

年
間
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
、
福
島
市
の
高
校
か
ら
秋

田
市
の
国
際
教
養
大
学
に
進
学
。
卒
業
後
は
秋
田
市

内
の
古
民
家
で
友
人
と
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
で
動
画
編
集
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。 

　

培
っ
て
き
た
語
学
力
と
映
像
編
集
の
経
験
を
生
か

し
、
協
力
隊
着
任
後
は
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議

会
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
し
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
佐
藤
さ
ん
は
「
楽
な
事
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
人
生

の
転
機
を
い
く
つ
も
仙
北
市
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ

ま
で
成
長
で
き

た
の
は
皆
さ
ん

の
お
力
添
え
の

お
か
げ
」
と
振

り
返
り
、「
会

社
も
設
立
し
た

の
で
、
こ
れ
か

ら
も
仙
北
市
に

残
り
目
標
に
向

か
っ
て
進
ん
で

い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

外
国
人
留
学
生
・
大
卒
外
国
人
向
け

合
同
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会

　
10
月
5
日
、
外
国
人
留
学
生
・
大
卒
外
国
人
向
け
合

同
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会
が
市
役
所
角
館
庁
舎
で
開
催

さ
れ
、
市
内
企
業
な
ど
の
６
社
が
出
展
し
ま
し
た
。
合

同
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会
に
は
、
高
度
外
国
人
材
受
入
モ

ニ
タ
ー
調
査
で
市
内
視
察
に
訪
れ
て
い
た
県
内
大
学

の
留
学
生
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
展
さ
れ
た
市
内
企
業
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
後
、
各
企
業
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ

て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
、
個
別
相

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
出
展
さ
れ
た
企
業
か
ら
は
、「
県

内
の
生
活
経
験
が
あ
り
、
か
つ
、
県
内
就
職
を
希
望
し

て
い
る
留
学
生
と
お
話
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

個別相談会の様子。

高
度
外
国
人
材
等

受
入
モ
ニ
タ
ー
調
査
市
内
視
察

　
市
で
は
、
国
家
戦
略
特
区
の
優
位
性
を
活
か
し
て
、
外
国

人
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
国
内
大
学
の
留
学
生
な
ど
の
高
度
外
国
人

材
な
ど
を
支
援
し
、
活
躍
と
成
長
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
高
度
外
国
人
材
等
受
入
モ
ニ

タ
ー
調
査
の
市
内
視
察
を
実
施
し
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
出
身
の
県
内
留
学
生
や
Ａ
Ｌ

Ｔ
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
2
泊
3
日
の
視
察
で
は
、
高
度

外
国
人
材
の
雇
用
に
関
心
が
あ
る
市
内
企
業
を
訪
問
し
、
最

終
日
に
は
合
同
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
会
に
参
加
し
、
市
内
企
業

と
個
別
相
談
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
家
民
宿
に
宿
泊
し
て

地
元
農
家
と
交
流
し
た
の
に
加
え
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
を

見
学
し
た
り
、
田
沢
湖
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
し
た
り

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら

は
、「
仙
北
市
を

観
光
で
訪
れ
た

こ
と
は
あ
っ
た

が
、
企
業
訪
問

は
初
め
て
だ
っ

た
」「
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
の
方
々

と
交
流
が
で
き

て
有
意
義
だ
っ

た
」
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

角館樺細工伝承館の見学の様子。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日本生命保険相互会社秋田支社から
モルックを寄贈いただきました

　9 月 26 日、「B.LEAGUE Hope × 日 本 生 命 地 域 を
元 気 に！バ ス ケ ACTION」 の 一 環 と し て、 日 本 生 命 相
互 会 社 秋 田 支 社 か ら モ ル ッ ク を 寄 贈 い た だ き まし た。 
　 日 本 国 内 で の 競 技 人 口 が 200 万 人を 超 える な ど、 老
若 男 女 誰 も が 楽 し め る ニ ュース ポ ー ツとして 注 目 さ れ
て い る モ ル ッ ク は、 ス ポ ー ツ を「 す る 」「 見 る 」 だ け
で な く「 体 験 す る 」 楽 し さ を 味 わ え る ス ポ ー ツ で す。 
　今回寄贈いただいたモルックは、市民の皆さんが気軽に体を動
かしながら交流できるよう、貸出用として活用させていただきま
す。貸し出しを希望する方は、お気軽にご連絡ください。

【問合せ】スポーツ振興課　TEL43-3390　FAX54-4102
田口市長へモルックを手渡す日高支社長。

北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ

第
33
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

　
9
月
28
日
、
角
館
か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣
ま
で
の
１
０
０
キ
ロ
を
走
る

２
０
２
５
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
「
第
33
回
１
０
０

キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
ラ
ン
ナ
ー

８
２
７
人
が
出
走
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
日
中
は
気
温
が
上
が
り
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て

は
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
沿
道
で
は
地
域
住
民

か
ら
の
大
き
な
励
ま
し
の
声
が
絶
え
間
な
く
響
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
上
の
20
か
所
に
設
け
ら
れ
た
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

ド
リ
ン
ク
に
加
え
、
お
に
ぎ
り
や
バ
ナ
ナ
な
ど
実
行
委
員
会
が
用
意
し

た
食
べ
物
が
置
か
れ
た
ほ
か
、
各
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
食
べ
物
も
置
か
れ
、
地
元
の
中
学
生
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
温
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

西木町のエイドステーションの様子。ランナーと地域住民との交流が深まる場面。
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大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校

　
秋
の
和
太
鼓
体
験
教
室

　
10
月
11
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校

で
「
せ
ん
ぼ
く
桜
ス
ク
ー
ル
」
和
太
鼓
体
験

教
室
が
開
催
さ
れ
、
卒
業
生
・
在
校
生
・
市

民
の
方
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
3
年
目
と
な
る
今
回
は
、
初
め
て
「
神
代

芸
能
保
存
会 

藤
原
組
」
を
招
き
、
お
や
ま
囃

子
や
田
沢
湖
龍
神
太
鼓
の
実
演
と
演
奏
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
和
太
鼓
に
触

れ
る
体
験
を
通
し
て
、
そ
の
迫
力
や
楽
し
さ

を
実
感
し
、
地
域
に
根
付
く
郷
土
芸
能
の
魅

力
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｔ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ 

２
０
２
５

　
9
月
22
日
か
ら
28
日
ま
で
、
田
沢
湖
の
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し

み
な
が
ら
、
田
沢
湖
の
景
観
を
守
り
、
未
来
に
目
を
向
け
る
イ
ベ
ン
ト
「
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ 

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
田
沢
湖
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
取

り
組
む
事
業
者
と
、
行
政
で
構
成
す
る
「
秋
田
ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ー
ス
」
が
、
神
秘
的

な
湖
水
色
の
「
田
沢
湖
ブ
ル
ー
」
を
名
称
に
実
施
し
、
今
年
で
3
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
27
日
と
28
日
の
両
日
、
田
沢
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
「
縄

文
の
森
た
ざ
わ
こ
」
な
ど
、
田
沢
湖
周
辺
を
会
場
に
多
彩
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
ボ
ー

ド
の
上
に
立
っ
て
パ
ド
ル
を
こ
い
で

水
面
を
進
む
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド

ル
ボ
ー
ド
（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）
や
カ
ヤ
ッ
ク
、

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
田
沢
湖
で

ウ
グ
イ
釣
り
体
験
な
ど
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

ラ
ー
ト
の
髙
橋
靖
彦
選
手
が

　
　
　
　
一
日
署
長
に
任
命

　
9
月
19
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
合
わ

せ
て
、
仙
北
警
察
署
が
ラ
ー
ト
競
技
の
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
髙
橋
靖
彦
選
手
（
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
所
属
）を
一
日
署
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、仙
北
署
で
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
後
、

角
館
小
学
校
を
訪
問
。
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り

方
な
ど
を
優
し
く
指
導
し
、
ラ
ー
ト
競
技
の
実
演

も
披
露
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
グ
ラ
ン
マ
ー
ト
田
沢
湖
店
で
は
、
来
店

さ
れ
た
方
々
に
チ
ラ
シ
や
反
射
材
を
配
布
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
に
交
通
安
全
や
、
特
殊
詐
欺
に
気

を
つ
け
る
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

店内でチラシを配布する一日署長の髙橋選手。

角
館
町
武
道
館

完
成
25
周
年
記
念
演
武
会

　
10
月
5
日
、
角
館
武
道
館
で
仙
北
市
市
制

20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
角
館
武
道
館
完
成

25
周
年
記
念
演
武
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
演
武
会
で

は
、
空
手
・
合
気
道
・
柔
道
・
剣
道
・
弓
道

の
各
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
こ
ど
も
か
ら
先

生
方
ま
で
幅
広
い
世
代
が
日
頃
の
稽
古
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。
道
場
に
響
く
気
合
と

と
も
に
、
集
中
力
が
光
る
迫
力
あ
る
演
武
が

続
き
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

　10 月 1 日、 阿部クニ子さん （西木町小山田）

が１００歳の誕生日を迎えられ、 仙北市からお祝い

が贈られました。

阿部クニ子阿部クニ子さんさん

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

秋
の
企
画
展 

ク
ニ
マ
ス

〜
絶
滅
か
ら
発
見
ま
で
〜

　
10
月
4
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
期
間
、

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
で
は
秋
の
企
画

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ニ
マ
ス
の
絶
滅
か
ら
発
見
ま
で
を

テ
ー
マ
に
１
０
０
年
の
時
を
経
て
ク
ニ
マ

ス
が
語
る
壮
大
な
生
命
の
物
語
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
大
学
総

合
研
究
博
物
館
で
新
た
に
確
認
さ
れ
た

１
０
０
年
以
上
前
の
最
古
の
田
沢
湖
産
ク

ニ
マ
ス
標
本
と
「
ク
チ
グ
ロ
マ
ス
」
を
期

間
中
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
貴
重

な
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（画像左）幻のクチグロマスの標本。

新しい教育委員を紹介します
　教育委員会委員の橋本勲さんが退任されることに伴い、新
しく教育委員会委員に阿部慶太さん（西木町上桧木内）を
任命する議案が、第５回市議会定例会で同意されました。 
　阿部さんの任期は、令和 7 年 11 月 30 日～令和 11 年 11 月
29 日までの 4 年間となります。

ウグイ GET!
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常
陸
の
国
を
治
め
て
い
た
佐
竹
氏
の
国

替
が
機
縁
。
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を
背
景

に
、
常
陸
太
田
市
と
秋
田
市
、
旧
金
砂
郷

町
（
現
常
陸
太
田
市
）
と
旧
角
館
町
（
現

仙
北
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
市
が
市
町
村
合
併

を
経
て
新
市
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、

幅
広
い
分
野
で
交
流
を
行
い
、
市
民
の
友

好
関
係
と
市
勢
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

「
三
市
連
携
交
流
」
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
食
に
関
す

る
特
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　秋田県のほぼ中央部に位置し、東には霊峰太平山を擁する出羽山地、西には夕日の美しい日本
海が広がる、緑豊かな公園都市です。

　茨城県の北に位置し、南北に 40km、東西に 15km と県内で最大の面積があります。
　四季を通して温暖な気候で、ぶどう・なし・水稲・常陸秋そばなどさまざまな作物が栽培さ
れています。

交流提携から18年
秋田市×常陸太田市×仙北市

　「きりたんぽ鍋」は、炊いた米をつぶして棒に巻き、香ばしく焼いた「き
りたんぽ」を、鶏肉やごぼう、せりなどの野菜とともにだし汁で煮込む
鍋料理です。一口頬張ると、きりたんぽのもちもちとした食感と鶏だし
の旨味が口いっぱいに広がり、寒い季節にぴったりの温かい料理として
秋田県全域で親しまれています。

　秋田市は、酒造りの盛んな地域です。雪解け水の恵みと豊かな米を使っ
た地酒は、すっきりと飲みやすいものから旨味を堪能できるものまで幅
広く、郷土料理と合わせて楽しめます。

　常陸太田市は、茨城県内一のぶどうの産地です。なかでも「常陸青龍」は、透きとおる翠色をまとい、巨峰に肩を並
べる甘さをもつ、常陸太田市でしか味わえない秋の味覚です。
　【販売期間】８月～９月ごろ

　常陸太田市が発祥の常陸秋そばは、「玄そばの最高峰」とも言われるブ
ランド品種です。味、香り、歯ごたえともに秀でており、全国のそば職人
からも高い評価を得ています。また、温かい具沢山のけんちん汁に冷たい
そばをつけて食べる「つけけんちんそば」が郷土料理として親しまれてい
ます。

　のどかな自然の中で育てられた牛のミルクを使用し、保存料は一切使わ
ず、濃厚な生乳と塩のみで、こころを込めて、ひとつひとつ大切に手作り
されたチーズは、ミルク本来の旨味が口に広がり、絶品です。なかでも「モッ
ツァレラ」は、品評会で金賞を受賞した常陸太田市自慢の逸品です。

秋田市立佐竹史料館
　　リニューアルオープン！
　秋田藩主・佐竹氏の歴史と藩政時代の暮らしや文化を伝える「秋田市立佐竹
史料館」が、約3年にわたる建て替え工事を終え、令和7年10月25日にリニュー
アルオープンしました。平成 2 年の開館以来収集してきた貴重な資料をより身
近に感じていただけるよう展示を整えています。新しく生まれ変わった佐竹史
料館で、佐竹氏ゆかりの歴史と文化にぜひ触れてみてください。

三市連携交流
「角館のお祭り市民交流団派遣事業」

　三市連携交流の一環として、９月８日から９日にかけ、常陸太田市市民交
流団37人が仙北市を訪問しました。

「角館祭りのやま行事」の「やまぶっつけ」などを見学し、その勇壮で優美な
姿に感激しました。
　また、田沢湖のほとりにある「クニマス未来館」では、仙北市のまちづく
りの取り組みや歴史・文化について熱意あふれたお話を聞くことができ、仙
北市との友好がさらに深まりました。

近のトピック最

近のトピック最

常陸
太田市H i

ta
chiota City 人口： 46,039 人

秋田市Ak
ita

 City
人口： 293,116 人

三市連携交流提携都市の

特産品
紹介

きりたんぽ鍋

地 酒チーズ「ひたちおおたチーズ工房」

常陸秋そば

ぶどう「巨峰」
　　　 「常陸青龍(ひたちせいりゅう)」

（令和7年4月1日現在）

（令和7年4月1日現在）
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かくのだてフィルムコミッション事務局
（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352

https://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだよりロケーションだより
Kakunodate Film Commission

　

令
和
7
年
度
の
第
11
回
Ｊ
Ｆ
Ｃ
ア
ウ
ォ
ー
ド
に
か

く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下
Ｆ
Ｃ
）を

含
む
団
体
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
か
く
の

だ
て
Ｆ
Ｃ
が
加
盟
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｆ
Ｃ
）
が
地
域
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
資
源
を
活
用
し
、
市
民
と
協
力
し
て
撮

影
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
映
像
作
品
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
に
貢
献
し
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

　
柳
葉
敏
郎
さ
ん
主
演
の
映
画『
室
井
慎
次 

敗
れ
ざ
る

者
』と『
室
井
慎
次 

生
き
続
け
る
者
』に
お
い
て
、
秋
田

県
を
中
心
と
し
た
ロ
ケ
支
援
が
高
く
評
価
さ
れ
、
か
く
の

だ
て
Ｆ
Ｃ
、
だ
い
せ
ん
大
曲
Ｆ
Ｃ
、
あ
き
た
ロ
ケ
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
千
葉
県
柏
市
の
連
名
で
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
柳
葉
さ
ん
の『
秋
田
で
撮
り
た
い
』と
い
う

強
い
思
い
か
ら
ロ
ケ
撮
影
が
決
定
し
た
本
作
品
。
制
作

陣
、
出
演
者
、
Ｆ
Ｃ
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結

果
、
地
元
秋
田
で
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
映
画
館
の

観
客
動
員
数
も
飛
躍
的
に
伸
び
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

貢
献
し
た
事
例
と
し
て
、
今
回
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。 

　

秋
田
で
の
ロ
ケ
撮
影
が
実
現
し
、
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ

を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
協
力
を
い
た
だ

い
て
ロ
ケ
支
援
を
し
た
こ
と
で
、
作
品
に
リ
ア
リ
テ
ィ

と
温
か
み
が
生
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
角
館
高
校
で
の

ロ
ケ
撮
影
で
は
、
校
内
に
大
が
か
り
な
撮
影
機
材
が
設

置
さ
れ
、
生
徒
た
ち
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
す
る

な
ど
、
映
画
製
作
の
現
場
を
間
近
で
体
験
で
き
た
こ
と

は
、
き
っ
と
一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
柳
葉
さ
ん
が
角
館
高
校
の
生
徒
に
差
し
入
れ
と
し
て
持

参
し
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た「
あ
き
た
プ
リ
ン
亭
」や

親
子
の
団
欒
シ
ー
ン
で
登
場
し
た「
ラ
ー
メ
ン
46
」な
ど

も
、
ロ
ケ
地
巡
り
と
し
て
も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
映
画
の
世
界
観
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、

地
元
の
魅
力
に
も
触
れ
ら
れ
る
の
は
贅
沢
な
体
験
で
す
。 

　

授
与
式
は
6
月
下
旬
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｊ

Ｆ
Ｃ
通
常
総
会
の
際
に
行
わ
れ
、
4
つ
の
団
体
を
代

表
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
口
知
明
市
長

と
下
橋
実
角
館
高
校
校
長
を
訪
ね
て
受
賞
の
報
告
を

す
る
と
と
も
に
、
ご
協
力
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。 

　

生
活
圏
内
や
学
校
で
の
撮
影
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

や
高
校
関
係
の
方
々
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
地
元
ら
し
さ
を
存

分
に
表
現
で
き
る
映
像
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
受
賞
は
、
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
の
力
だ
け
で
は
成

し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
仙
北
市
の
魅
力
を
、
映
像
を
通
し
て
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長　
坂
本  

洋
）

早朝から撮影が行われた角館高校。

（写真上）田口市長に受賞の報告。
（写真下）下橋角館高校校長に受賞を報告。

TAZAWAKO
MARATHON
38th

笑顔も深さも日本一！！
～ 田沢湖ブルーを駆けぬけろ ～

　
　
９
月
21
日
、
第
38
回
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
が
田

沢
湖
畔
周
回
コ
ー
ス
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
で
開
催
見

送
り
と
な
っ
た
本
大
会
が
、
今
年
つ
い
に
2
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
、
会
場
は
活
気
と
高
揚
感
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
大
会
に
は
、
相
互
交
流
の
あ
る
台
湾
高
雄
マ

ラ
ソ
ン
の
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
、
国
内
外
あ
わ
せ
て
フ

ル
・
20
キ
ロ
・
10
キ
ロ
・
ペ
ア
（
３
キ
ロ
）
マ
ラ

ソ
ン
の
４
種
目
に
総
勢
３
０
０
３
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
9
時
に
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、9
時
30
分
に
20
キ
ロ・

10
キ
ロ
・
ペ
ア
の
３
種
目
が
号
砲
と
と
も
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
。
美
し
い
田
沢
湖
の
景
色
を
堪
能
し

な
が
ら
、
選
手
た
ち
は
自
身
の
目
標
タ
イ
ム
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
、
沿
道
に

集
ま
っ
た
観
客
か
ら
声
援
を
受
け
な
が
ら
ペ
ー
ス
を
刻
み
、
２
９
４
７
人
が
完

走
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
で
は
、
完
走
の
喜
び
を
噛
み
し
め
笑
顔
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
選
手

の
姿
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
男
子
総
合
で
は
渡
邊
晋
史
さ
ん
（
東
京
都
）
が
２
時
間
27
分

6
秒
で
初
優
勝
、
女
子
総
合
で
は
鈴
木
絵
里
さ
ん
（
能
代
市
）
が
2
時
間
53
分

20
秒
で
9
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
は
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、沿
道
で
応
援
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
は
、
ス
ポ
ー
ツ
く
じ

の
販
売
に
よ
り
得
ら
れ
る
収
益
を
も
と
に
、
地
方
公
共

団
体
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
行
う
、 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

目
的
と
す
る
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
第
38
回
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
は
、
こ
の
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
」
を
活
用
し
て
、
大
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
助
成
金
交
付
決
定
額
：
６
，
４
０
０
，
０
０
０
円

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の
理
念
は
下
記
サ
イ
ト
に
て
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

▼
▼
▼Inform

ation

おしらせおしらせ
ナビナビ

おしらせおしらせナビナビ
OSHIRASE NAVI

相　
談

▼
▼
▼C

onsultation
行
政
に
関
す
る
相
談
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
に

　
行
政
相
談
委
員
は
、「
行
政
と
住
民

の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
仙
北
市
の
行
政

相
談
委
員
は
次
の
２
人
の
方
で
、
自
宅

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
定

例
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

11
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

▼
20
日
㈭
・
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
23
日
㈰
・
桧
木
内
出
張
所

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

　
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
26
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
センタ
ー
第
2
研
修
室

●
相
談
員
／
河
村
憲
史
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談 

▼
サ

ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多
重
債

務
の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・
個
人

事
業
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高
齢
者
・

障
が
い
者
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
交

通
事
故
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
子
ど

も
に
関
す
る
ご
相
談

●�

申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に
電

話
で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�
相
談
時
間
な
ど
／
先
着
４
人
。
1
人

30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～
14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40

分
～
15
時
10
分 
④
15
時
15
分
～
15
時

45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会 

11
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
事
前
予
約
制
で
相
談
援
助
活
動
と
し
て

心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談

日
３
日
前
ま
で
予
約
の
ご
連
絡
を
く
だ
さ

い
。
民
生
児
童
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

●�

日
時
・
場
所
／

▼�

12
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
福
祉

医
療
セ
ン
タ
ー

▼
13
日
㈭ 

13
時
～
15
時
・
角
館
支
所

▼
17
日
㈪ 

10
時
～
12
時
・
中
央
公
民
館 

▼�

19
日
㈬ 

13
時
～
15
時
・
田
沢
湖
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー 

●�

申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会

▼
角
館
支
所 

☎
52ｰ

１
６
２
４ 

▼
田
沢
湖
支
所 

☎
43ｰ

１
３
６
８

▼
西
木
支
所 

☎
48ｰ

２
９
４
０

令
和
7
年
度
第
11
回

お
薬
相
談
会

　

今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、

ご
家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と

な
ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

家
に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参

し
た
場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど

お
薬
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の

り
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
25
日
㈫ 

　
15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店  

☎
43ｰ

９
１
８
９

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
】

・
８
、９
月
受
付
分　
敬
称
略

�

▼
武
藤
次
雄
（
男
鹿
市
）

�

▼
竹
下
義
博
（
山
口
）

�

▼
㈱
山
庄
建
設
（
山
口
）

�

▼
武
藤
和
夫
（
松
葉
）

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に　

ご
協
力
を
！

　
令
和
7
年
8
月
末
現
在
、
全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、

凶
悪
事
件
な
ど
で
特
に
警
視
庁
が
指

定
し
て
い
る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者

を
は
じ
め
と
し
て
、
約
５
９
０
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強

盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、

強
盗
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横
領

な
ど
の
事
件
に
関
し
て
指
名
手
配
さ

れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を
行
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中

に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被

疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け

た
捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど

ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
警
察
署 

☎
53ｰ

２
１
１
１

大
曲
仙
北
小
中
学
校
音
楽
祭

　

今
回
で
63
回
目
と
な
る
大
曲
仙
北

小
中
学
校
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
５
日
㈬ 

10
時
～
15
時

●�

場
所
／
大
曲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●�

内
容
／
学
年
や
学
級
、
全
校
に
よ
る

合
唱
・
合
奏
・
合
唱
奏
な
ど

●�

出
演
者
／
大
曲
仙
北
郡
内
の
小
中

学
生

●�

入
場
料
／
無
料

●�

主
催
／
大
曲
仙
北
音
楽
教
育
研
究
会

●�

問
合
せ
／
美
郷
町
立
千
畑
小
学
校

深
澤
珠
美

☎
０
１
８
７ｰ

85ｰ

２
２
１
１

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
会

●�

日
時
／
11
月
13
日
㈭
▼
10
時
～
12
時

▼
13
時
～
15
時

●�

場
所
／
は
な
び
・
ア
ム

●�

申
込
期
間
／
11
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪

●�

申
込
先
／
東
北
税
理
士
会
大
曲
支
部

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

０
６
３
０

●�

定
員
／
８
組（
１
組
2
名
ま
で
来
所
可
）

●�

そ
の
他
／
事
前
予
約
制
。
相
談
時
間

は
１
組
１
時
間
ま
で
。

年
末
調
整
に
お
け
る

源
泉
徴
収
事
務
説
明
会

　

給
与
な
ど
を
支
払
い
し
て
い
る
源

泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象
に
、
令

和
７
年
分
の
年
末
調
整
に
お
け
る
源

泉
徴
収
事
務
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
（
要
事
前
申
し
込
み
）。

●�

日
時
／
11
月
26
日
㈬ 

10
時
～

●�

場
所
／
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
１
階

会
議
室

●�

定
員
／
50
人

●�

申
込
期
限
／
11
月
20
日
㈭

●�

申
込
・
問
合
せ
／
大
曲
税
務
署 

法

人
課
税
部
門

☎
０
１
８
７ｰ

62ｰ

２
４
７
３

総
合
県
税
事
務
所
か
ら
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
（
２
期
）
の

　
　
　
　
納
期
限
は
12
月
１
日
㈪
で
す

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き
る
ほ
か
、

e
L-

Q
R
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
し
て
い
る
方
は
、
預
金

残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

納
付
書
は
８
月
１
日
㈮
に
発
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

●�

問
合
せ
／

▼�

課
税
に
関
す
る
こ
と
／
秋
田
県
総
合

県
税
事
務
所
課
税
部
課
税
第
一
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
３
３
８

▼�

納
税
に
関
す
る
こ
と
／
秋
田
県
総
合

県
税
事
務
所
納
税
部
収
納
管
理
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
３
３
１

事
業
者
募
集
！

あ
き
た
省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

県
内
事
業
者
に
よ
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
削
減
の
取
組
を
支
援
す
る

た
め
、
省
エ
ネ
に
貢
献
す
る
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
の
導
入
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
調
達
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。 

　

詳
し
く
は
美
の
国
あ
き
た
ネ
ッ
ト

（
コ
ン
テ
ン
ツ
番
号
：
６
０
６
０
８
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

●�

視
聴
期
間
／
11
月
10
日
㈪
～
12
月
7

日
㈰

●
申
込
期
限
／
11
月
6
日
㈭ 

●�

問
合
せ
／
秋
田
県
生
活
環
境
部
温
暖

化
対
策
課

☎
０
１
８ｰ

８
６
０ｰ

１
５
７
３

中
川
地
区
「
わ
い
わ
い
市
場
」

　
中
川
地
区
「
わ
い
わ
い
市
場
」
を
開

催
し
ま
す
。
野
菜
や
手
作
り
手
芸
品
な

ど
の
お
買
い
物
や
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作

品
の
展
示
、「
輪
い
和
い
サ
ロ
ン
」
で

の
語
ら
い
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

　
9
時
～
12
時
頃
ま
で

●�

場
所
／
中
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
旧
中
川
小
学
校
）

●�

主
催
／
中
川
地
域
運
営
体

●�

共
催
／
三
省
パ
レ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
、角

館
パッ
チ
ワ
ー
ク
の
会

●�

問
合
せ
／
黒
澤
ま
で

☎
０
９
０ｰ

７
３
２
２ｰ

６
１
２
５

●�

主
催
／
角
館
高
等
学
校
同
窓
会
若

杉
・
駒
草
会
創
立
１
０
０
年
祝
賀

事
業
実
行
委
員
会

●
協
賛
企
画
／

▼
母
校
敷
地
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

（
11
月
１
日
㈯
～
９
日
㈰ 

17
時
～
22
時
）

▼
平
福
記
念
美
術
館
に
お
い
て
両
校

（
旧
制
角
中
、
旧
制
角
館
高
女
）
の
校

歌
誕
生
の
講
話
会
、
座
談
会

（
11
月
２
日
㈰ 

15
時
～
17
時
）

※
聴
講
席
に
30
席
ほ
ど
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

角
館
高
等
学
校
創
立
１
０
０
年

祝
賀
事
業
の
お
知
ら
せ

生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
生
活
保
護
に
関
す
る
法
律
相
談
に

弁
護
士
が
電
話
で
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
日

時
・
相
談
用
電
話
番
号
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、回
線
状
況
に
よ
り
、

秋
田
弁
護
士
会
以
外
の
ほ
か
の
弁
護

士
会
に
転
送
さ
れ
た
り
、
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
15
時
以
降
は
秋
田
弁
護
士
会

以
外
の
ほ
か
の
弁
護
士
会
に
転
送
さ

れ
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
26
日
㈬ 

10
時
～
20
時

●�

内
容
／
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
で

の
無
料
の
法
律
相
談

●�

費
用
（
相
談
料
な
ど
）
／
無
料

●�

申
込
／
不
要
（
当
日
、
相
談
者
か
ら

相
談
用
電
話
番
号
に
直
接
架
電
す
る
）

●�

当
日
の
相
談
用
電
話
番
号
／

☎�

０
１
２
０ｰ

１
５
８ｰ

７
９
４
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
※
当
日
限
り
）

●
問
合
せ
／
秋
田
弁
護
士
会

☎
０
１
８ｰ

８
６
２ｰ

３
７
７
０

災
害
へ
の
備
え
を
！

「
津
波
防
災
の
日
」

　

毎
年
11
月
5
日
は
「
津
波
防
災
の

日
」
で
す
。

　

仙
北
市
は
海
に
面
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
旅
行
や
海
釣
り
な
ど
で
沿
岸
部
へ

お
出
か
け
の
際
、
突
然
地
震
や
津
波

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
津

波
防
災
の
日
」
を
機
に
、
ご
家
族
や

地
域
で
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼�

電
話
が
繋
が
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
ご
家
族
と
避
難
場
所
や
避
難

経
路
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▼�

非
常
食
や
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼�

沿
岸
部
で
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
場

合
は
津
波
に
警
戒
し
、
高
台
や
丈
夫

で
高
い
建
物
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

津
波
情
報
を
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

津
波
は
繰
り
返
し
発
生
す
る
た
め
、

注
意
報
・
警
報
解
除
ま
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
警
察
署 

☎
53ｰ

２
１
１
１

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す

・
防
火
標
語
（
２
０
２
５
年
度
全
国
統

一
防
火
標
語
）

急
ぐ
日
も 

足
止
め
火
を
止
め 

準
備
よ
し

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
に
、
火

災
予
防
の
意
識
を
高
め
、
火
災
に
よ
る

死
者
の
発
生
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
、
11
月
２
日
か
ら
８
日
ま

で
「
秋
田
県
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
角
館
消
防
署
、
西
木

分
署
で
は
期
間
中
に
次
の
火
災
予
防
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、『
火
災
の
起
き
な
い
地
域
』

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
参
加
費
無
料
、

申
込
不
要
で
す
。

▼
11
月
2
日
㈰

●�

時
間
・
場
所
／
▼
9
時
～
12
時
▼
西

木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
営
農
相
談
室

●�

内
容
／
住
宅
用
火
災
警
報
器
Ｐ
Ｒ
、

消
火
体
験

▼
11
月
3
日
㈪
㈷

●�

時
間
・
場
所
／
▼
10
時
～
14
時
▼
ヤ

マ
ザ
ワ
よ
ね
や
角
館
店

●�

内
容
／
消
防
フ
ェ
ア
、車
両
展
示
、

子
ど
も
向
け
訓
練(

渡
過
）体
験
、

放
水
体
験

●�

問
合
せ
／
角
館
消
防
署

☎
54ｰ

２
３
０
２

秋
田
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
保
険
労
務

士
が
無
料
で
電
話
・
メ
ー
ル
で
の
相

談
、
個
別
訪
問
支
援
な
ど
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
事
、労
務
、助
成
金
な
ど
に
つ
い
て
、

お
悩
み
解
決
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●�

相
談
受
付
時
間
／
平
日
9
時
～
17
時

●�

相
談
窓
口
／
秋
田
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０ｰ

６
９
５ｰ

７
８
３
ま
た
は

　
０
１
８ｰ

８
６
５ｰ

５
３
３
５

あ
じ
さ
い
ぶ
ら
っ
と
サ
ロ
ン

　
「
あ
じ
さ
い
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
ち
幸
せ
な
未
来
に
つ
な

が
る
よ
う
と
も
に
考
え
、
語
り
合
い
な

が
ら
歩
む
仲
間
で
す
。
親
と
子
の
悩
み

を
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
事
前
連
絡
不
要
）

●�

日
時
／
11
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬

  

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
ち
ば
珈
琲
店（
角
館
町
竹
原
町
）

●�

参
加
料
／
３
０
０
円

●�

問
合
せ
／

▼
安
藤
☎
０
９
０ｰ

２
９
８
９ｰ

２
９
１
８

▼
伊
藤
☎
０
９
０ｰ

３
３
６
３ｰ

４
３
９
１

▼
千
葉
☎
０
９
０ｰ

６
６
８
６ｰ

７
３
０
１

（
ち
ば
珈
琲
店
）

秋
田
県
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
に　

よ
る
出
前
教
室
の
開
催

　

専
用
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
を
使
用

し
初
め
て
の
方
で
も
ゲ
ー
ム
が
で
き

ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
23
日
㈰ 

10
時
～
13
時

●�

場
所
／
雲
然
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
体
育
館

�
▼
田
沢
湖
赤
十
字
奉
仕
団
（
宮
ノ
後
）

�
▼
布
谷
茂
子
（
松
葉
）

▼
齋
藤
園
子
（
武
蔵
野
）

�

▼
髙
橋
す
ぎ
子
（
城
廻
）

�

▼
大
山
啓
子
（
岩
瀬
下
タ
野
）

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

　
11
月
30
日
の
「
年
金
の
日
」
は
、
国

民
の
皆
さ
ま
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

な
ど
を
活
用
し
て
ご
自
身
の
年
金
記
録

や
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
今
月
30
日
は
日
曜

日
で
す
が
、
大
曲
年
金
事
務
所
で
年
金

相
談
を
実
施
し
ま
す
（
要
予
約
）。 

●�
申
込
・
問
合
せ
／
大
曲
年
金
事
務
所

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

２
２
９
６
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おしらせおしらせ
ナビナビ

おしらせおしらせナビナビ
OSHIRASE NAVI

ご存知ですか？

社会福祉法人による利用者負担軽減制度

Ｑ１. どのような人が軽減を受けられますか？
Ａ�１. 市町村民税非課税世帯で、以下の①～⑤のすべ

てを満たす方のうち、生計が困難な方として保険
者が認めた方が対象になります。

①�年間収入が、単身世帯で 150 万円（世帯員が 1 人
増えるごとに 50 万円を加算した額）以下。

②�預貯金などの額が、単身世帯で 350 万円（世帯員
が 1 人増えるごとに 100 万円を加算した額）以下。

③�日常生活に使っている資産（居住用家屋など）以
外に活用できる資産がない。

④�負担能力のある親族などに扶養されていない。（所得
税や市町村民税の扶養控除対象者となっていない）

⑤介護保険料を滞納していない。

介護保険事務所からのお知らせ
check!

Ｑ 2. どれくらい負担が軽くなりますか？
Ａ�２. 利用者負担の１／４（老齢福祉年金受給

者は１／２）の軽減を原則としています。

Ｑ�３. どのようなサービスが軽減の対象になりま
すか？

Ａ�３. 社会福祉法人で運営している以下の介護
サービスが対象になります。

①訪問介護　②通所介護（地域密着型、認知症
対応型含む）　③短期入所生活介護　④小規模
多機能型居宅介護（複合型含む）　⑤介護老人
福祉施設（地域密着型含む）　
※介護予防サービスも対象になります。

　制度の確認や申請を希望される方は、介護保
険事務所 保険給付班（☎ 0187-86-3911）ま
でお問い合わせください。

　低所得で生計困難な方の介護保険サービスの利用
促進を図るため、介護サービスの提供を行う社会福
祉法人が、その社会的な役割の一環として利用者負
担額を軽減する制度です。

イ
ベ
ン
ト

▼
▼
▼Events

無
形
民
俗
文
化
財
万
博

「
カ
タ
チ
な
き
た
か
ら
も
の
」

EXPO
2025

秋（
観
覧
無
料
）

　
日
本
に
た
く
さ
ん
の
“
く
に
（
地

域
）
”
に
伝
わ
る
多
様
な
風
習
や
芸

能
、
技
術
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
「
無
形
民
俗
文
化
財
万

博
『
カ
タ
チ
な
き
た
か
ら
も
の
』
を

あ
き
た
芸
術
村
で
開
催
し
ま
す
。
予

約
は
不
要
で
す
。

●�

日
時
／
11
月
24
日
㈪

（休） 

10
時
～
17
時

●�

場
所
／
あ
き
た
芸
術
村
わ
ら
び
劇
場
前

●�

内
容
／

▼
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ（
わ
ら
び
劇
場
前
）

／
根
子
番
楽
（
12
時
45
分
～
）、
え
ん

ぶ
り
舞
（
12
時
55
分
～
）、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
秋
田
は
何
も
な
い
」（
有
料
・

13
時
45
分
～
）、
岳
神
楽
（
16
時
10
分

～
）

▼
（
わ
ら
び
劇
場
ロ
ビ
ー
）
提
灯
絵
付

け
体
験
（
有
料
・
10
時
～
12
時
）・
提

灯
製
作
実
演（
12
時
30
分
～
13
時
45
分
）

●���

問
合
せ
／
あ
き
た
芸
術
村
わ
ら
び
劇
場

☎
44ｰ

３
９
１
５
（
月
～
土
曜
日
、
9
時

30
分
～
17
時
※
11
時
30
分
～
12
時
30
分

除
く
）

き
も
の 

散
策 kakunodate

着
物
の
着
付
講
習
会
（
参
加
費
無
料
）

●�

日
時
／
11
月
2
日
㈰ 

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
旧
石
黒
恵
家
（
武
家
屋
敷
通
り
）

●�

講
師
／
き
も
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
斎
藤
仁
美

　

着
物
の
着
付
に
興
味
あ
る
方
は
当
日

見
学
で
き
ま
す
。（
女
性
子
ど
も
の
み
）

湯
澤
満

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
＆
ハ
ー
モ

ニ
カ
に
よ
る
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ
を
開
催
し

ま
す
。
前
回
の
ラ
イ
ブ
に
は
市
内
外
か
ら

１
６
２
人
が
来
場
し
、「
と
ん
ぼ
」「
し
あ

わ
せ
に
な
ろ
う
よ
」
な
ど
長
渕
剛
さ
ん
の

楽
曲
全
10
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

予
約
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
16
日
㈰ 

16
時
～
17
時

●�

場
所
／
角
館
樺
細
工
伝
承
館
総
合
研

修
室

●�

出
演
／
湯
澤
満
氏
（
角
館
町
在
住
）

●
入
場
料
／
無
料
（
要
予
約
）

●
駐
車
場
／
桜
並
木
駐
車
場

●
申
込
・
問
合
せ
／
湯
澤
ま
で

☎
０
９
０ｰ
２
９
８
０ｰ

０
４
５
１

大
仙
市
民
話
の
会

角
館
武
家
屋
敷 
民
話
語
り

　
「
大
仙
民
話
の
会
」
は
民
話
語
り
を

秋
田
弁
で
語
っ
て
い
ま
す
。「
秋
田
弁
」

の
伝
承
を
大
切
に
し
、「
秋
田
弁
で
語

る
昔
っ
こ
」
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
次
の
日
程
で
民
話
語
り

を
開
催
し
ま
す
。
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
市
内
在
住
の
方
、
小
学
生
や

中
学
生
の
ご
来
場
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
16
日
㈰ 

▼
1
回
目 

11
時
～
12
時

▼
２
回
目 

14
時
～
15
時

●�

場
所
／
角
館
公
民
館
「
旧
小
野
崎
家
」

●
入
場
料
／
無
料

●
問
合
せ
／
倉
田
ま
で

☎
０
８
０ｰ

１
８
０
２ｰ

３
３
４
４

募　
集

▼
▼
▼Recruitm

ent

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
２
０
２
６
年
4
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
世
代
の
8
万
2
千
人
以
上
の

学
生
が
大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上

の
授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
８ｰ

８
３
１ｰ

１
９
９
７
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
出
願
期
間

は
11
月
26
日
か
ら
で
、
第
１
回
が

２
０
２
６
年
2
月
27
日
ま
で
、
第
2
回

が
3
月
16
日
ま
で
で
す
。

　
令
和
8
年
度
に
大
学
・
短
大
に
進
学

予
定
の
方
を
対
象
と
し
た
「
大
学
入

学
一
時
金
」
お
よ
び
、
専
修
学
校
専

門
課
程
に
進
学
予
定
の
方
を
対
象
と

し
た
「
専
修
学
校
入
学
一
時
金
」
奨

学
生
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。
募

集
期
間
は
11
月
4
日
㈫
か
ら
20
日
㈭

ま
で
と
な
り
ま
す
。

●�

大
学
入
学
一
時
金

▼
対
象
／
大
学
に
入
学
予
定
の
方

▼�

貸
与
額
／
50
万
円
、
70
万
円
、

１００
万

円
か
ら
選
択

●
専
修
学
校
入
学
一
時
金

▼�

対
象
／
専
修
学
校
専
門
課
程
に
入
学

予
定
の
方

▼
貸
与
額
／
30
万
円

　
詳
細
に
つ
い
て
は
秋
田
県
育
英
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人 

秋
田
育
英
会

☎
0
１
８ｰ

８
６
０ｰ

３
５
５
２

秋
田
県
育
英
会

奨
学
生
募
集
（
二
次
）

　
12
月
の
講
習
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
訓
練
名
／
定
員
／
実
施
期
間
の
順

①�

年
賀
状
で
学
ぶ
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
入

門
／
10
人
／
12
月
2
日
㈫
～
３
日
㈬

②�Jw
-cad

に
よ
る
展
開
図
作
成
講
習

／
10
人
／
12
月
4
日
㈭
～
5
日
㈮

③�

（
A
I
っ
て
難
し
く
な
い
）Google+

生
成
A
I
活
用
講
習
／
10
人
／
12

月
4
日
㈭
・
12
月
11
日
㈭

④�
（
時
間
を
有
効
活
用
）
マ
ク
ロ
・
V
B
A

実
践
講
習
／
10
人
／
12
月
18
日
㈭

大
曲
技
術
専
門
校

在
職
者
訓
練
の
ご
案
内

～
19
日
㈮

⑤�

ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
／
15
人
／

12
月
23
日
㈫
～
12
月
25
日
㈭

※
9
時
～
17
時
ま
で

●�

時
間
／
9
時
～
16
時
ま
で

●�

場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

●�

受
講
資
格
／
現
在
お
勤
め
し
て
い
る
方

●�

受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

別
途
）

※�

ほ
か
の
講
習
も
あ
り
ま
す
の
で
大

曲
技
術
専
門
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

仙
北
市
音
楽
交
流
会
『
音
の
泉
』

公
演

　
市
内
学
校
の
吹
奏
楽
部
や
音
楽
団
体
が

集
う
イ
ベ
ン
ト
、仙
北
市
音
楽
交
流
会『
音

の
泉
』
を
開
催
し
ま
す
。 

　
３
回
目
と
な
る
今
年
も
市
内
外
の
一
般

の
方
か
ら
も
参
加
を
募
り
、
よ
り
広
く
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
９
日
㈰

　
13
時
30
分
開
演
（
13
時
開
場
）

●�

入
場
料
／
無
料

●�

場
所
／
仙
北
市
民
会
館
ホ
ー
ル

おしごと体験

キッズマルシェ
11月23日（日）
角館交流センター 

　この地域にはどのようなおしごとがあって、
どのような人が活躍しているのか、実際にお
しごとを体験しながら「おしごとって楽しい」
の気持ちを育むイベントです。
●�対象／各ブースによって対象年齢が設定さ

れています。キッズスペースもあります。
●�その他／ ▼事前予約が必要なブースがあり

ます（11 月 1 日より予約受付開始）。 ▼無
料体験ブースと有料体験ブースがあります。

●�問合せ／おしごと体験キッズマルシェ実行
委員会

● �E-mail ／ oshigoto.kids.semboku@gmail.
com

　イベントの詳細や予約方法については、右
上の二次元コードからご確認ください。

10:00～15:00

インスタグラムにてイベントの
出店者や体験内容をご紹介中♪

（仙北市角館町中菅沢77-30）
角館交流センター会場

地域のおしごとを体験してみよう

日時

田
沢
湖
歴
史
再
発
見
塾
発
表
会

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
過
疎
に
風
穴
を
開

け
た
思
い
や
り
の
『
お
楽
し
み
バ
ス
』
に

つ
い
て
」、
塾
生
の
伊
藤
聡
さ
ん
が
、「
ク

ロ
レ
ラ
と
柴
田
萬
年
の
功
績
と
生
涯
」
に

つ
い
て
、柴
田
政
幸
先
生
が
発
表
し
ま
す
。

●�

日
時
／
11
月
29
日
㈯

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●�

場
所
／
田
沢
湖
図
書
館
２
階
会
議
室

●
問
合
せ
／
安
部
哲
男

●�

主
催
／
生
保
内
地
域
運
営
体

☎
０
９
０ｰ

５
１
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体験予 約 希望の体験を選んで、二次元コードより申し込みください
予約期間 :11 月 1 日㈯～ 16 日㈰

・�全ての体験は保護者の方が見守ってください。（保護者不在の場合は、ご予約い
ただいても体験をキャンセルとさせていただく場合があります）

・参加回 15 分前には受付を済ませ、5 分前にはブースに待機していてください。
・予約完了画面・自動返信メールを必ずご確認ください。
　sasaki.nao@libenri.com からのメールを受信できるよう設定をお願いします。



千葉ユキ　 （95 歳・生保内字阿気）

田口フサヱ （97 歳・生保内字山根）

藤村誠　　 （80 歳・生保内字武蔵野）

畠山ゑみ子 （79 歳・生保内字山居）

佐藤ヨツコ （86 歳・生保内字小杉沢口）

千葉ミネ　 （96 歳・潟字一ノ渡）

石川榮治　 （97 歳・田沢字高屋）

鈴木良子　 （74 歳・小松字城廻）

三浦ナカ子 （100 歳・角館東前郷字杉林）

津島篤子　 （96 歳・神代字下猿出）

三浦英麿　 （80 歳・神代字下生田）

石橋継治　 （87 歳・卒田字荒町）

髙橋孝司　 （94 歳・卒田字荒町）

　嶋順平　　 （67 歳・上菅沢）

田村正雄　　 （78 歳・上菅沢）

佐藤逸子　　 （85 歳・北野）

髙橋秋夫　　 （99 歳・歩行町）

椿谷満次　　 （96 歳・横町）

小松二郎　　 （81 歳・中町）

戸澤アヤ子　 （70 歳・川原西沢一ツ森）

藤枝千代吉　 （95 歳・小勝田中村）

菅原洋子　　 （69 歳・西長野古米沢）

村田邦夫　　 （88 歳・雲然山崎）

佐藤カツ子　 （90 歳・雲然荒屋敷）

石郷岡広　　 （63 歳・雲然碇前田）

阿部京子　　 （94 歳・八割内山）

田沢湖 10,095 人
角　館 12,271 人
西　木   4,548 人

41 人

人の動き　　　（　）内は前月比
（令和7年10月1日現在）

出生
6 人 43 人

死亡 転入 転出
31人

人口 22,445 人
（－ 22）　

男  10,397 人 （－ 17）
女  12,048 人 （－   5）

世帯数 10,213 世帯 （－   9）

戸籍の戸籍の
  窓口から窓口から

――99月届出分・敬称略―月届出分・敬称略―

田沢湖   8,412 人
角　館 10,429 人
西　木   3,604 人

新田絢
あ り な

李椛 （樹李也・卒田字北竹原）

阿部飛
ひ い ろ

彩 （翔大・上菅沢）

鈴木陽
は る

琉 （邦洋・小人町）

齊藤 凛
りん

（政範・田町上丁）

草　弥
み つ き

樹（善樹・小勝田間野）

三浦紫
し き

葵（俊・西明寺字宮田）

※表記の価格はすべて税込価格です。

informationおもてなしせんぼく耳より情報

藤木昇　　　 （92 歳・薗田中村）

藤元　子　　 （88 歳・広久内舟場）

浅利新　　　 （77 歳・桧木内字畑中）

戸澤了　　　 （98 歳・桧木内字松葉）

佐藤ミヨ　　 （91 歳・桧木内字松葉）

門脇キサ子　 （79 歳・小山田字沢口）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

おくやみもうしあげますおくやみもうしあげます　　…氏名（年齢・住所）…氏名（年齢・住所）

11/ 1      ～12/         1  仙北市カレンダー

より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。
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●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00）
●おはなしかいうさぎのみみ（学習資料館 10:00 ～ ）

２
●包和花カフェ（角館交流センター 11:00 ～ 14:30）
●出張さくラッコ（角館交流センター 10:00 ～ 14:00)
●きもの散策 kakunodate（旧石黒恵家） 10:00 ～ 12:00)
●火災予防イベント（西木総合開発センター 9:00 ～ 12:00）
　　　　　田口歯科医院（大仙市大曲田町・☎ 0187-63-7117）

３ ●火災予防イベント（ヤマザワよねや角館店 10:00 ～14:00）

４
５ ●えがおサロン（田沢湖健康増進センター13:00 ～ 15:30）

６ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）
●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00）

　  7    
８

９
●大腸がん単独検診（詳細は 15 ページをご覧ください）
●仙北市音楽交流会「音の泉」（市民会館 13:30 ～ )

タカヤナギ ワンダーモール（10:00 ～ 11:45、13:15 ～ 16:00）
　　　　　小西歯科医院（美郷町六郷・☎ 0187-84-1118）

１０
●「税に関する習字」「税についての作文」の作品展示

（タカヤナギ ワンダーモール店）
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）

１１ ●包和花カフェ（桧木内診療所）13:30 ～ 15:00）

１２

●田沢湖図書館手作り教室（オパール毛糸で編む靴下ブローチ①）
（仙北市民会館ロビー 13:00 ～ 15:00）

●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●オレンジカフェ（白岩コミュニティセンター 14:00 ～ 16:00）
●わくわく広場（さくラッコ 10:00 ～ 11:30・13:00 ～ 14:30）

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖福祉医療センター
13:00 ～ 15:00）
●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

１３ ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（角館支所13:00 ～ 15:00）

１４

１５
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～）
●わいわい市場（中川コミュニティセンター 9:00 ～ 12:00）

１６

●田沢湖図書館手作り教室（糸かけ曼荼羅アート教室）（田沢湖
図書館 2 階会議室 13:30 ～ 15:30）
●湯澤満アコースティックライブ（角館樺細工伝承館総合研修室 
16:00 ～ 17:00)
●角館武家屋敷民話語り（角館公民館 11:00 ～ 12:00、14:00 ～
15:00)
　　　　　田口歯科クリニック（角館町・☎ 0187-53-2212）

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●発行日　1 日
●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300
● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
● URL　https://www.city.semboku.akita.jp/　●印刷　㈱三森印刷

１７
●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～、13:30 ～、14:30 ～ ）

●包和花カフェ（西明寺診療所 14:00 ～ 16:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（中央公民館10:00 ～ 
12:00）

１８
●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00）
●オレンジカフェ（下延コミュニティーセンター 14:00 ～ 16:00）

●プラかご作り教室①（角館公民館 13:00～16:00）

１９

●田沢湖図書館手作り教室（オパール毛糸で編む靴下ブローチ②）
（仙北市民会館ロビー 13:00 ～ 15:00）

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00）
●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 12:00）
●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター
13:00 ～ 15:00）

２０ ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 15:00）

２１ ●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30）

２２ ●オレンジカフェ（さわやか桜館 1 階ホール 14:00 ～ 16:00）
●企画展示「綴られた記憶」（イベント交流館）

２３

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 15:00）
●秋田県ミニテニス協会による出前教室（雲然トレーニングセンター
体育館 10:00～13:00)
●おしごと体験キッズマルシェ（角館交流センター 10:00～15:00)
　　　　　おやしき歯科クリニック（大仙市角間川町・☎ 0187-
65-2002）

２４ ●「カタチなきたからもの」EXPO2025 秋（あきた芸術村わらび
劇場前 10:00 ～ 17:00)

２５ ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00 ～ 16:30）
●プラかご作り教室②（角館公民館 13:00～16:00）

２６

●かだれ !（田沢湖健康増進センター10:00 ～ 15:00）
●あつまれ！0 歳児！！（さくラッコ 10:00 ～ 12:00）

●無料法律相談（角館交流センター 第2研修室 13:30 ～）
●年末調整における源泉徴収事務説明会（角館庁舎10:00 ～）

●あじさいぶらっとサロン（ちば珈琲店・角館町竹原町 10:00 ～
12:00）

２７
２８ ●こころの相談（角館庁舎 10:00 ～、11:00 ～ ）

２９

●第21回 医療と健康を考える集い（グランデールガーデン14:00～）

●オレンジカフェ（グループホーム花みづき 3号館地域交流室 14:00 
～ 16:00）
●田沢湖歴史再発見塾発表会（田沢湖図書館 2 階会議室 13:30 ～
15:30）
●仲良し親子のほっこり育児（角館庁舎 14:00 ～16:00）
●モルック教室（田沢湖公民館 10:00 ～11:30）

３０ 　　　　　嶋村歯科クリニック（大仙市大曲中通町・☎ 0187-62-
0410）
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 「イイフロの日企画」
11月 26 日ご入浴利用の方へお楽しみあり!!
 「忘・新年会プラン」ご予約承り中です !
今年の忘・新年会もクリオンにおまかせ !
お膳コース、卓盛コース各種ご用意しております。
会場予約はお早めに ! ぜひお問い合わせください♪
 「秋田フェア」開催中 !
レストランかたくりで 10 月より、新メニューの登場です。
秋の味覚「いものこ鍋」などぜひご賞味ください。

 11月のメンテナンス休館日
27 日㈭はメンテナンスのため休館します。
最新情報はクリオン公式 SNS（X）またはホームページでもご確認
いただけます。

ク 西木町門屋字屋敷田 83-2　☎ 47-2010
時 6:00 ～ 21:00リオン

角館町西長野古米沢 30-19　☎ 55-5888
　 8:30～21:30

 日帰り休憩プラン　ご予約は 4 名様より
特製弁当　3,900 円／特撰会席　4,900 円／旬彩御膳　5,900 円
ご入浴＋お食事＋ご休憩付き

 忘年会・新年会受付中 !　11月10日～令和8年2月28日
日帰りプラン　※ご予約は 2 名様より
花コース　5,000 円／葉コース　6,000 円／館コース　8,000 円
忘年会・新年会プランをご利用の方は、1泊朝食付 7,000 円でお泊り
いただけます。

 11月26日 いいフロ祭り お楽しみ企画
9:00 ～ 21:00
※�毎週火曜日、定期風呂清掃（9:00 ～ 14:00）のため、14 時から通

常営業いたします。
　ご不便をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

花 葉館

 臨時休業のお知らせ
現在、東風の湯では、源泉からの湯量が著しく減少していることから、
10 月10 日㈮より臨時休業しております。
源泉揚湯量減少に係る原因の調査委託を発注しており、調査が完了
するまで約 2 か月ほどを要する見込みとなっております（営業再開
日については未定です）。
原因と今後の営業再開に向けて具体的な方針が決まり次第、お知ら
せいたしますので、しばらくの間、ご理解とご協力のほど、よろしく
お願いいたします。

風の湯 田沢湖生保内字武蔵野 111-8　☎ 43-2133
時 7:00 ～ 21:00（受付終了 20:00）東
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